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任
理
事
は
、
「
医
療
現
場
に

対
す
る
誤
っ
た
情
報
に
よ

り
、
医
療
提
供
体
制
に
影
響

が
及
ぶ
こ
と
が
な
い
よ
う
、

理
解
を
求
め
て
い
く
」
と
し

た
他
、
入
退
院
の
調
整
を
行

う
シ
ス
テ
ム
を
各
地
域
で
確

立
し
て
い
く
こ
と
を
要
請
。

自
宅
、
宿
泊
療
養
者
等
に
対

し
て
は
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
の
看
護
師
の
活
用
な
ど

を
提
案
し
、
日
本
医
師
会
と

し
て
も
体
制
構
築
に
向
け
た

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
し
て
い
く

考
え
を
示
し
た
。

第
３
回
目
と
な
る
今
回
の

会
議
は
Ａ
グ
ル
ー
プ
（
北
海

道
、
山
形
県
、
栃
木
県
、
石

川
県
、
福
井
県
、
愛
知
県
、

兵
庫
県
、
奈
良
県
、
山
口
県
、

福
岡
県
、
佐
賀
県
、
鹿
児
島

県
）
、
Ｂ
グ
ル
ー
プ
（
宮
城
県
、

秋
田
県
、
群
馬
県
、
新
潟
県
、

富
山
県
、
静
岡
県
、
大
阪
府
、

島
根
県
、
広
島
県
、
高
知
県
、

大
分
県
、
宮
崎
県
）
に
分
か

れ
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
討
議

並
び
に
全
体
討
議
が
行
わ
れ

数
は
増
加
の
一
途

を
た
ど
っ
て
お

り
、
医
療
崩
壊
か

ら
医
療
自
体
を
受

け
る
こ
と
の
で
き

な
い
医
療
壊
滅
の

状
態
に
な
る
恐
れ

が
あ
る
」
と
現
状

を
危
惧
。
必
要
な

時
に
適
切
な
医
療

を
受
け
ら
れ
る
体

制
に
戻
す
た
め
の

あ
ら
ゆ
る
取
り
組

み
の
強
化
・
徹
底

を
呼
び
掛
け
た
。

ま
た
、
安
定
し

た
医
療
機
関
経
営

を
維
持
す
る
た
め

に
は
、
診
療
報
酬

上
、
介
護
報
酬
上

の
特
例
的
対
応
な

ど
の
更
な
る
対
策

が
必
要
に
な
る
と

す
る
と
と
も
に
、

引
き
続
き
厚
生
労

働
省
な
ど
関
係
各
所
と
協
議

の
上
、
本
日
の
会
議
で
の
提

言
等
も
参
考
に
し
な
が
ら
地

域
の
実
情
に
則
し
た
取
り
組

み
を
推
進
し
て
い
く
考
え
を

示
し
た
。

務
め
、
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
対
す
る
今
後

の
医
療
提
供
体
制
に
つ
い

て
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
議
論

が
行
わ
れ
た
。

ま
ず
初
め
に
、
緊
急
事
態

宣
言
対
象
地
域
の
医
師
会

（
愛
知
県
、
福
岡
県
、
兵
庫
県
、

栃
木
県
）
か
ら
緊
急
事
態
宣

言
に
至
る
経
緯
、
病
床
確
保

状
況
、
改
善
に
向
け
た
取
り

組
み
、
要
望
等
が
そ
れ
ぞ
れ

報
告
さ
れ
た
後
、
主
に
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

診
療
状
況
、
受
け
入
れ
体
制

に
関
し
て
、
議
論
が
行
わ
れ

た
。愛

知
県
医
師
会
は
、
入
院

病
床
占
有
率
、
入
院
患
者

数
・
自
宅
療
養
者
数
の
推
移

等
を
基
に
、
年
末
年
始
を
経

て
新
規
患
者
数
が
急
増
し
て

い
る
状
況
を
説
明
。
今
後
の

医
療
提
供
体
制
に
関
し
て

は
、
入
退
院
を
調
整
す
る
機

関
と
し
て
「
医
療
危
機
対
策

タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
（
仮
称
）
」

の
設
置
や
、
病
院
の
負
担
軽

減
の
た
め
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
専
門
の
介
護
施
設
を

創
設
す
る
考
え
を
明
ら
か
に

し
た
。

福
岡
県
医
師
会
は
、
重
症

者
等
以
外
の
陽
性
者
が
療
養

し
て
い
る
ホ
テ
ル
に
Ｊ
Ｍ
Ａ

Ｔ
と
し
て
医
師
を
派
遣
し
、

24
時
間
体
制
で
対
応
し
て
い

る
こ
と
を
報
告
。
そ
の
一
方

で
、
療
養
施
設
と
な
る
ホ
テ

ル
の
確
保
が
課
題
と
な
っ
て

い
る
と
し
て
、
今
後
は
自
宅

待
機
患
者
、
軽
症
者
の
療
養

が
可
能
と
な
る
よ
う
、
増
床

に
向
け
協
力
を
求
め
て
い
く

と
し
た
。

兵
庫
県
医
師
会
は
、
家
庭

内
感
染
な
ど
に
よ
り
新
規
感

染
者
数
が
急
増
し
、
入
院
待

機
者
数
が
増
え
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
病
床
占
有
率
は
逼ひ

っ
ぱ
く迫

し
た
厳
し
い
状
況
に
あ
る
と

説
明
。
そ
の
解
決
の
た
め
に

は
、
入
院
調
整
機
能
だ
け
で

は
な
く
、
退
院
調
整
を
含
め

た
総
合
的
な
調
整
が
必
要
で

あ
る
と
の
考
え
を
示
し
、
宿

泊
療
養
者
へ
の
オ
ン
ラ
イ
ン

面
談
、
往
診
な
ど
の
取
り
組

み
を
含
め
、
今
後
、
県
医
師

会
を
中
心
に
医
療
機
関
間
の

連
携
に
関
す
る
協
議
の
場
を

設
置
す
る
と
し
た
。

栃
木
県
医
師
会
は
、
年
末

年
始
を
経
て
、
爆
発
的
に
急

増
し
た
患
者
の
分
析
、
介
護

施
設
等
の
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生

に
対
し
て
、
医
師
会
が
協
力

し
「
発
生
施
設
支
援
チ
ー
ム
」

を
派
遣
す
る
こ
と
で
ケ
ア
を

し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
紹
介
。

併
せ
て
中
等
症
以
下
の
患
者

に
対
応
し
て
い
る
医
療
機
関

が
自
主
的
に
入
院
、
宿
泊
療

養
の
管
理
、
保
健
所
の
調
整

の
全
て
に
関
与
し
て
い
る
こ

と
や
、
待
機
者
の
メ
デ
ィ
カ

ル
チ
ェ
ッ
ク
に
よ
る
重
症
度

の
ト
リ
ア
ー
ジ
を
行
っ
て
い

る
こ
と
な
ど
を
報
告
し
た
。

そ
の
後
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
で
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
、

感
染
症
法
等
の
改
正
（
奈
良

県
医
師
会
）
や
入
退
院
調
整

シ
ス
テ
ム（Covid Chaser

）

に
よ
る
情
報
の
可
視
化
（
北

海
道
医
師
会
）、
入
退
院
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
Ｄ

Ｍ
Ａ
Ｔ
の
活
用
（
福
井
県
医

師
会
）、
発
症
患
者
に
対
す

る
県
を
越
え
た
医
療
連
携
の

問
題
（
鹿
児
島
県
医
師
会
）、

日
本
医
師
会
を
始
め
四
病
院

団
体
協
議
会
等
で
構
成
す
る

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
患
者
受
入
病
床
確
保
対

策
会
議
」
（
関
連
記
事
３
面

参
照
）
の
方
向
性
（
福
岡
県

医
師
会
）
等
に
つ
い
て
意
見

が
出
さ
れ
た
。

そ
の
後
の
全
体
討
議
で

は
、
回
復
患
者
の
受
入
体
制

（
群
馬
県
医
師
会
）、
愛
知
県

提
案
の
新
型
コ
ロ
ナ
専
用
の

介
護
施
設
の
開
設
主
体
や
看

護
師
の
配
置
基
準
（
沖
縄
県

医
師
会
）、
新
型
コ
ロ
ナ
に

特
化
し
て
対
応
し
て
い
る
神

戸
市
民
病
院
の
運
営
状
況

（
広
島
県
医
師
会
）、
地
域
医

療
構
想
に
お
け
る
病
床
機
能

分
化
の
あ
り
方
を
踏
ま
え
た

議
論
（
茨
城
県
医
師
会
）、

軽
症
、
中
等
症
患
者
へ
の
コ

た
。会

議
は
松
本
吉
郎
常
任
理

事
の
司
会
で
開
会
。
冒
頭
、

あ
い
さ
つ
し
た
中
川
俊
男
会

長
は
、
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
新
規
感
染
者

Ａ
グ
ル
ー
プ 

 

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
す
る 

              

今
後
の
医
療
提
供
体
制
に
つ
い
て
」

Ａ
グ
ル
ー
プ
で
は
中
目
千

之
山
形
県
医
師
会
長
が
議

長
、
池
端
幸
彦
福
井
県
医
師

会
長
が
副
議
長
を
そ
れ
ぞ
れ

中川会長

必
要
な
時
に
適
切
な
医
療
を
受
け
ら
れ
る
体
制
に
戻
す
た
め

                    

あ
ら
ゆ
る
取
り
組
み
の
強
化
・
徹
底
を
要
請

令
和
２
年
度 

第
３
回
都
道
府
県
医
師
会
長
会
議

　令和2年度第3回都道府県医師会長会議が1月19日、WEB会議により
開催され、「新型コロナウイルス感染症に対する今後の医療提供体制」「診
療報酬改定・介護報酬改定」をテーマとして、活発な討議が行われた。

ン
セ
ン
サ
ス
を
得
た
対
応
と

継
続
し
た
感
染
症
に
関
す
る

研
修
会
の
実
施
（
大
阪
府
医

師
会
）
な
ど
に
関
し
て
、
各

医
師
会
間
で
活
発
な
質
疑
応

答
が
行
わ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
議
論
を
踏
ま
え

て
コ
メ
ン
ト
し
た
釜

敏
常

Ｂ
グ
ル
ー
プ 

 

「
診
療
報
酬
改
定
・
介
護
報
酬
改
定
に
つ
い
て
」

Ｂ
グ
ル
ー
プ
で
は
佐
藤
和

宏
宮
城
県
医
師
会
長
が
議

長
、
松
村
誠
広
島
県
医
師
会

長
が
副
議
長
を
そ
れ
ぞ
れ
務

め
、
「
診
療
報
酬
改
定
・
介

護
報
酬
改
定
に
つ
い
て
」
を

テ
ー
マ
と
し
た
議
論
が
行
わ

れ
た
。

議
論
で
は
、
主
に
（
１
）

新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
診

療
報
酬
等
に
よ
る
経
営
支

援
、（
２
）オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
、

（
３
）
有
事
と
平
時
に
お
け

る
医
療
、
（
４
）
介
護
報
酬

改
定
等

─
に
つ
い
て
意
見

交
換
が
行
わ
れ
た
。

（
１
）
に
関
し
て
、
新
潟

県
医
師
会
は
受
診
抑
制
等
に

よ
り
現
場
の
負
担
は
大
き

く
、診
療
報
酬
だ
け
で
な
く
、

制
度
と
し
て
の
支
援
も
必
要

に
な
っ
て
い
る
と
す
る
と
と

も
に
、
診
療
報
酬
上
の
時
限

的
・
特
例
的
対
応
に
つ
い
て

も
、
期
限
ま
で
に
通
常
の
医

療
に
戻
る
と
は
考
え
ら
れ
な

い
と
し
て
、
更
な
る
延
長
を

要
望
。
富
山
県
医
師
会
も
同

様
に
延
長
が
必
要
と
し
た
上

で
、
初
・
再
診
料
の
議
論
の

必
要
性
も
指
摘
し
た
。

（
２
）
で
は
、
多
く
の
医

師
会
か
ら
拡
大
に
慎
重
な
姿

勢
が
示
さ
れ
た
他
、
大
阪
府

医
師
会
は
オ
ン
ラ
イ
ン
健
康

相
談
や
Ｂ
ｔ
ｏ
Ｂ
（
病
理
診

断
等
）
な
ど
と
、
検
査
が
必

要
な
初
診
等
と
の
住
み
分
け

を
求
め
た
。

（
３
）
に
関
し
て
、
大
阪

府
医
師
会
は
医
療
機
関
や
企

業
に
平
時
の
余
裕
が
無
く
な

っ
て
い
る
た
め
、
有
事
に
対

す
る
対
応
力
が
弱
く
な
っ
て

い
る
と
指
摘
。
平
時
に
余
裕

を
も
つ
こ
と
が
必
要
で
あ

り
、
診
療
報
酬
に
お
い
て
も

平
時
と
有
事
で
差
を
つ
け
て

は
ど
う
か
と
問
題
提
起
し

た
。

富
山
県
医
師
会
は
、
日
本

の
医
療
は
医
療
従
事
者
の
過

重
労
働
に
よ
っ
て
成
り
立
っ

て
い
る
と
し
て
、
そ
の
改
善

を
要
求
。静
岡
県
医
師
会
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
収
束
し
た
と
し
て
も
受

療
行
動
は
元
に
戻
ら
な
い
と

の
見
方
を
示
す
一
方
で
、
次

回
の
診
療
報
酬
改
定
は
、
そ

の
対
応
の
た
め
、
現
行
の
診

療
報
酬
体
系
を
抜
本
的
に
見

直
す
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
る
と

指
摘
し
た
。

（
４
）
で
は
、
大
阪
府
医

師
会
が
介
護
分
野
で
人
材
を

確
保
す
る
た
め
に
も
、
他
産

業
並
み
の
給
与
等
が
必
要
と

し
た
他
、
介
護
報
酬
改
定
に

つ
い
て
も
、
会
議
体
の
あ
り

方
を
含
め
、
よ
り
充
実
し
た

議
論
を
求
め
た
。

富
山
県
医
師
会
は
、
介
護

現
場
に
お
け
る
感
染
防
護
が

難
し
い
と
し
て
、
現
場
へ
の

支
援
を
要
望
。
群
馬
県
医
師

会
も
、
施
設
基
準
や
人
員
の

補
充
等
に
つ
い
て
弾
力
的
な

対
応
が
必
要
と
し
た
。

そ
の
他
、
広
島
県
医
師
会

は
介
護
現
場
の
環
境
改
善
等

に
対
し
て
、
「
地
域
医
療
介

護
総
合
確
保
基
金
」
の
活
用

を
求
め
た
。

全
体
討
議
で
は
、
岡
山
県

医
師
会
が
診
療
報
酬
上
の
時

限
的
・
特
例
的
な
対
応
の
効

果
に
つ
い
て
質
問
。
ま
た
、

介
護
現
場
で
ク
ラ
ス
タ
ー
が

発
生
し
た
際
、
入
院
で
き
ず

に
介
護
施
設
で
対
応
せ
ざ
る

を
得
な
い
事
例
が
あ
る
と
し

て
、
診
療
報
酬
上
の
取
り
扱

い
の
改
善
を
求
め
た
。

（
２
面
に
続
く
）
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中
川
俊
男
会
長
は
１
月
14

日
、
総
理
官
邸
で
行
わ
れ
た

「
政
府
と
医
療
関
係
団
体
の

意
見
交
換
」
に
出
席
し
、
医

療
界
が
一
丸
と
な
っ
て
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
に
取
り
組
む
考
え
を
説
明

し
た
。

意
見
交
換
に
は
、
政
府
か

ら
菅
義
偉
内
閣
総
理
大
臣
の

他
、
田
村
憲
久
厚
生
労
働
大

臣
、
西
村
康
稔
新

型
コ
ロ
ナ
対
策
担

当
大
臣
が
、
医
療

界
か
ら
は
中
川
会

長
の
他
、
福
井
ト

シ
子
日
本
看
護
協

会
会
長
、
相
澤
孝

夫
日
本
病
院
会
会

長
、
猪
口
雄
二
全

日
本
病
院
協
会
会

長
、
加
納
繁
照
日

本
医
療
法
人
協
会

会
長
、
湯
澤
由
紀

夫
全
国
医
学
部
長

病
院
長
会
議
会
長

が
出
席
し
た
。

冒
頭
あ
い
さ
つ

し
た
菅
内
閣
総
理

大
臣
は
「
必
要
な

方
に
必
要
な
医
療

が
提
供
で
き
る
よ

う
、
医
療
機
関
に

対
し
て
最
大
限
の

支
援
を
し
て
い
き

た
い
。
本
日
は
医

療
関
係
団
体
の
生
の
声
を
聞

か
せ
て
も
ら
い
、
対
策
を

躊
ち
ゅ
う
ち
ょ躇
な
く
実
施
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
」
と

述
べ
た
。

引
き
続
き
行
わ
れ
た
医
療

関
係
団
体
か
ら
の
意
見
陳
述

で
は
、
中
川
会
長
が
ま
ず
現

状
に
つ
い
て
、
「
全
国
的
に

医
療
崩
壊
は
既
に
進
行
し
て

い
る
状
況
に
あ
る
」と
指
摘
。

「
医
療
崩
壊
が
進
ん
で
い
る

の
は
、
医
療
関
係
者
の
努
力

が
足
り
な
い
か
ら
だ
」
「
諸

外
国
は
日
本
よ
り
患
者
数
が

多
く
、
か
つ
病
床
数
が
少
な

い
の
に
、
ま
だ
対
応
で
き
て

い
る
で
は
な
い
か
」
と
い
っ

た
声
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
（
１
）
欧
州
で
は
既
に

昨
年
の
第
一
波
の
時
点
で
医

療
崩
壊
が
生
じ
、
多
く
の
死

者
が
発
生
し
て
い
る
、（
２
）

こ
れ
ま
で
の
死
者
数
は
、
Ｇ

７
の
大
半
の
国
で
は
人
口
１

０
０
万
人
当
た
り
１
０
０
０

人
以
上
で
あ
る
の
に
対
し

て
、
日
本
は
約
30
人
で
あ
る

─
こ
と
を
挙
げ
、
誤
っ
た

認
識
で
あ
る
と
強
調
し
た
。

そ
の
上
で
、
中
川
会
長
は

「
現
状
の
ま
ま
で
は
助
か
る

命
に
優
先
順
位
を
つ
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
く
な
る
」
と
危

機
感
を
示
す
と
と
も
に
、
そ

の
状
況
を
避
け
る
た
め
、
医

療
界
は
、
災
害
医
療
に
取
り

組
ん
だ
東
日
本
大
震
災
の
際

の
よ
う
に
、
一
丸
と
な
っ
て

究
極
の
臨
戦
態
勢
を
と
り
、

こ
の
有
事
に
全
身
全
霊
で
対

応
し
て
い
く
決
意
を
表
明
。

具
体
的
に
は
、
「
日
病
、
全

日
病
、
日
本
医
療
法
人
協
会

と
共
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
患
者
を
受
け
入

れ
る
病
床
を
確
保
す
る
た
め

の
対
策
組
織
を
新
た
に
設
置

し
、
可
能
な
医
療
機
関
は
全

て
躊
躇
な
く
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
患
者
を

受
け
入
れ
る
べ
く
努
力
し
て

い
く
」
「
全
国
各
地
域
の
医

師
会
か
ら
、
多
く
の
開
業
医

が
現
場
に
派
遣
さ
れ
て
い
る

が
、
対
応
可
能
な
全
て
の
開

業
医
に
こ
れ
ま
で
以
上
の
支

援
を
要
請
す
る
」
等
の
対
応

を
行
っ
て
い
く
と
し
た
。

ま
た
、
菅
内
閣
総
理
大
臣

に
対
し
て
は
、
緊
急
事
態
宣

言
の
全
国
的
な
発
令
を
求
め

る
と
と
も
に
、
「
明
確
な
感

染
拡
大
防
止
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
繰
り
返
し
発
信
す
る
こ
と

で
、
国
民
の
間
に
連
帯
感
を

も
っ
た
危
機
感
と
緊
張
感
を

呼
び
覚
ま
し
て
欲
し
い
」
と

要
請
し
た
。

福
井
日
看
協
会
長
は
主

に
、
①
感
染
対
策
に
携
わ
る

看
護
職
の
処
遇
の
改
善
②
保

健
所
の
体
制
強
化
③
平
時
か

ら
の
看
護
職
員
の
配
置
強
化

④
資
格
を
持
つ
看
護
職
員
の

把
握
と
資
質
を
維
持
す
る
た

め
の
体
制
の
整
備

─
の
４

点
を
要
求
。
相
澤
日
病
会
長

は
、
「
現
状
を
改
善
し
て
い

く
た
め
に
は
個
々
の
医
療
機

関
の
対
応
だ
け
で
は
難
し

く
、国
の
明
確
な
方
針
の
下
、

地
域
全
体
で
対
応
を
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
」
と
強
調
し

た
。猪

口
全
日
病
会
長
は
、
今

後
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
患
者
に
対
応
し
て
い

る
医
療
機
関
を
支
援
す
る
後

方
病
院
に
対
す
る
支
援
や
各

地
域
で
の
機
能
分
担
が
大
事

に
な
る
と
指
摘
。
加
納
医
法

協
会
長
は
、
前
年
度
の
診
療

報
酬
支
払
額
に
基
づ
く
概
算

請
求
を
認
め
る
こ
と
を
求
め

た
。湯

澤
全
国
医
学
部
長
病
院

長
会
議
会
長
は
、
「
大
学
病

院
で
重
症
患
者
を
引
き
続
き

受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
す

る
た
め
に
も
、
後
方
支
援
病

院
の
体
制
整
備
が
重
要
に
な

る
」
と
し
た
他
、
検
査
学
科

の
あ
る
大
学
の
教
員
に
協
力

し
て
も
ら
い
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

を
実
施
し
て
い
く
こ
と
も
検

討
し
て
い
く
意
向
を
示
し

た
。こ

れ
ら
の
意
見
を
受
け

て
、
田
村
厚
労
大
臣
は
、
こ

れ
ま
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
患
者
へ
の
対
応
を

行
っ
て
い
な
い
医
療
機
関
に

協
力
を
求
め
る
と
と
も
に
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
向
け
た
体

制
整
備
を
要
請
。
厚
労
省
と

し
て
も
で
き
る
限
り
の
支
援

を
し
て
い
く
考
え
を
示
し
た
。

一
方
、
西
村
新
型
コ
ロ
ナ

担
当
大
臣
は
、
今
回
の
緊
急

事
態
宣
言
の
対
象
地
域
以
外

で
も
医
療
が
逼
迫
し
て
い
る

状
況
に
あ
る
こ
と
に
理
解
を

示
し
た
上
で
、
対
象
範
囲
を

広
げ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
専

門
家
の
意
見
も
聞
き
な
が

ら
、
判
断
し
て
い
き
た
い
と

し
た
。

最
後
に
改
め
て
あ
い
さ
つ

し
た
菅
内
閣
総
理
大
臣
は
、

「
本
日
頂
い
た
意
見
を
し
っ

か
り
受
け
止
め
、
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
」
と
し
た
他
、

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
患
者
を
受
け
入
れ
た
た

め
に
、
医
療
機
関
の
経
営
が

厳
し
く
な
る
と
い
う
こ
と
は

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
し

て
、
責
任
を
も
っ
て
対
応
し

て
い
く
考
え
を
表
明
。
ワ
ク

チ
ン
接
種
に
つ
い
て
は
で
き

る
だ
け
早
い
時
期
に
開
始
し

た
い
と
し
て
、
そ
の
体
制
整

備
に
向
け
た
協
力
を
求
め

た
。

中川会長

 政府と医療関係団体の意見交換に出席 政府と医療関係団体の意見交換に出席

回
答
し
た
松
本
常
任
理
事

は
、
時
限
的
・
特
例
的
対
応

に
つ
い
て
「
十
分
と
は
思
っ

て
い
な
い
が
、
一
定
の
効
果

は
あ
る
」
と
し
た
上
で
、
特

に
、
４
月
か
ら
初
・
再
診
料
、

入
院
基
本
料
の
点
数
が
引
き

上
げ
ら
れ
た
こ
と
の
意
義
を

強
調
。
そ
の
他
の
対
応
を
含

め
、
継
続
で
き
る
よ
う
努
め

て
い
く
と
し
た
。

茨
城
県
医
師
会
か
ら
は
、

今
回
の
介
護
報
酬
改
定
に
つ

い
て
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
等
に

関
す
る
項
目
が
多
く
盛
り
込

ま
れ
た
こ
と
へ
の
見
解
及
び

医
療
と
の
連
携
に
つ
い
て
質

問
が
出
さ
れ
た
。

江
澤
和
彦
常
任
理
事
は
、

介
護
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
へ
の
デ

ー
タ
提
出
に
つ
い
て
、
加
算

等
で
評
価
す
る
仕
組
み
が
４

月
か
ら
始
ま
る
こ
と
を
説

明
。
デ
ー
タ
の
活
用
が
科
学

的
介
護
の
推
進
及
び
質
の
向

上
に
つ
な
が
る
こ
と
へ
の
期

待
感
を
示
す
と
と
も
に
、
収

集
す
る
デ
ー
タ
に
は
医
療
と

関
連
の
あ
る
も
の
も
含
ま
れ

る
こ
と
か
ら
、
医
療
と
介
護

の
連
携
も
深
ま
っ
て
い
く
の

で
は
な
い
か
と
の
見
方
を
示

し
た
。

鹿
児
島
県
医
師
会
は
、「
地

域
医
療
介
護
総
合
確
保
基

金
」
の
要
件
の
緩
和
や
介
護

の
人
材
不
足
へ
の
日
本
医
師

会
と
し
て
の
対
応
を
要
望
。

こ
れ
に
対
し
江
澤
常
任
理
事

は
、
引
き
続
き
厚
生
労
働
省

と
協
議
し
て
い
く
と
し
た
。

全
体
討
議
後
、
松
本
常
任

理
事
と
江
澤
常
任
理
事
が
、

Ｂ
グ
ル
ー
プ
の
議
論
を
受
け

て
の
発
言
を
行
っ
た
。

松
本
常
任
理
事
は
、
「
次

回
の
診
療
報
酬
改
定
に
向

け
、
ど
の
よ
う
な
対
応
が
必

要
に
な
る
か
、
都
道
府
県
医

師
会
の
意
見
等
を
基
に
考
え

て
い
き
た
い
」
と
述
べ
る
と

と
も
に
、
毎
年
改
定
と
な
っ

た
薬
価
改
定
の
財
源
の
問
題

や
消
費
税
問
題
等
に
関
し
て

も
、
引
き
続
き
そ
の
改
善
に

向
け
て
尽
力
し
て
い
く
と
し

て
、
理
解
を
求
め
た
。

ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療

に
つ
い
て
は
、
「
日
本
医
師

会
と
し
て
、
初
診
か
ら
の
オ

ン
ラ
イ
ン
診
療
は
認
め
ら
れ

な
い
と
い
う
考
え
に
変
わ
り

は
な
い
」
と
強
調
。
次
回
改

定
に
向
け
た
今
後
の
中
医
協

で
の
議
論
に
対
し
、
更
な
る

支
援
を
求
め
た
。

江
澤
常
任
理
事
は
、
今
回

の
介
護
報
酬
の
改
定
内
容

（
改
定
率
や
新
型
コ
ロ
ナ
へ
の

特
例
的
対
応
の
概
要
及
び
感

染
症
対
策
な
ど
）
を
解
説
す

る
と
と
も
に
、
厚
労
省
が
公

開
し
て
い
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
類

や
、
現
在
弾
力
的
な
活
用
が

可
能
に
な
っ
て
い
る
各
種
交

付
金
の
活
用
を
要
請
。
更
に
、

介
護
施
設
で
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応

に
つ
い
て
は
、
各
地
域
で
対

応
し
て
い
く
必
要
性
を
強
調

す
る
と
と
も
に
、
施
設
内
で

対
応
す
る
際
の
課
題
に
つ
い

て
も
、
引
き
続
き
国
と
協
議

し
て
い
く
考
え
を
示
し
た
。

総
括
を
行
っ
た
中
川
会
長

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
対
応
病
床
等
に
関

し
て
、
昨
今
、
各
種
メ
デ
ィ

ア
に
お
い
て
公
的
医
療
機
関

と
民
間
医
療
機
関
の
対
立
を

煽あ
お

る
よ
う
な
論
調
で
報
道
が

な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
危

惧
。
「
有
事
に
あ
る
今
こ
そ

医
療
界
が
一
致
団
結
す
る
必

要
が
あ
る
」
と
強
調
し
た
。

更
に
、
平
時
の
余
力
へ
の

考
え
方
に
つ
い
て
は
、
医
療

提
供
体
制
と
診
療
報
酬
の
二

つ
の
側
面
で
考
え
る
必
要
が

あ
り
、
両
面
の
改
善
に
向
け

た
努
力
を
粘
り
強
く
続
け
て

い
く
考
え
を
表
明
し
た
。

そ
の
上
で
、
中
川
会
長
は

「
新
型
コ
ロ
ナ
は
必
ず
収
束

す
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
新

規
感
染
者
数
を
減
少
さ
せ
る

し
か
な
い
」
と
し
て
、
引
き

続
き
の
協
力
・
支
援
を
求
め

る
と
と
も
に
、
収
束
後
の
受

療
行
動
に
つ
い
て
も
今
後
の

動
向
を
注
視
し
、
そ
の
対
応

策
を
考
え
て
い
く
意
向
を
示

し
た
。

（
１
面
よ
り
）
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会員総数は８年連続で増加
令和２年度日本医師会会員数調査

　日本医師会は、昨年12月22日開催の令和2年度第27回常任理事会で、令
和2年度日本医師会会員数調査の結果（令和2年12月1日現在）を報告した。
　それによると、会員総数は173,328人で、対前年比565人増と8年連続
の増加となったことが明らかとなった。
　会員数の内訳は、A①会員83,040人（構成割合47.9％）、A②会員（B）
40,287人（同23.2％）、A②会員（C）2,922人（同1.7％）、B会員43,654
人（同25.2％）、C会員3,425人（同2.0％）となっている。
　A①会員は微減したものの、A②会員（B）、A②会員（C）については、
それぞれ対前年度比506人、562人の増加となったことが総数の増加につ
ながった。
　A①会員の内訳は、病院開設者が3,981人（構成割合4.8％）、診療所開
設者が69,968人（同84.3％）、管理者が7,701人（同9.3％）、その他が1,390
人（同1.7％）となっている。
　なお、都道府県別の増加数では225名増の愛知県を筆頭に、神奈川、東
京の順で多くなっている。
　この結果を受けて、中川俊男会長は、「会員数は8年連続で増加はして
いるものの、医学部卒業生の人数を考えれば、まだまだ少なく、引き続き、
組織強化に向けた取り組みを進めていきたい」としている。

北海道
青　森
岩　手
宮　城
秋　田
山　形
福　島
茨　城
栃　木
群　馬
埼　玉
千　葉
東　京
神奈川
新　潟
富　山
石　川
福　井
山　梨
長　野
岐　阜
静　岡
愛　知
三　重
滋　賀
京　都
大　阪
兵　庫
奈　良
和歌山
鳥　取
島　根
岡　山
広　島
山　口
徳　島
香　川
愛　媛
高　知
福　岡
佐　賀
長　崎
熊　本
大　分
宮　崎
鹿児島
沖　縄

5,834
1,244
1,629
3,374
1,559
1,572
2,658
2,484
2,310
2,108
7,158
3,927
19,498
9,431
3,300
1,159
1,258
1,017
1,024
2,192
2,875
4,279
10,357
2,362
1,256
3,209
16,348
8,663
1,875
1,516
722
887
2,512
5,646
2,002
1,508
1,741
2,719
1,301
8,723
1,506
3,346
3,109
2,205
1,806
4,036
2,083

合　計

構成割合（%）

173,328

100.0

都道府県
医師会 総数

2,168
646
670
1,457
580
664
1,186
1,380
1,151
1,283
3,552
2,938
10,002
5,523
1,209
673
697
448
528
1,208
1,283
2,262
4,647
1,158
848
2,133
7,489
4,543
1,025
892
384
456
1,326
2,248
1,056
625
718
1,010
472
3,902
631
1,130
1,301
863
779
1,140
756

83,040

47.9

Ａ①会員

1,718
269
284
985
139
230
502
531
341
426
1,008
550
2,704
1,370
514
160
281
280
122
425
286
719
1,332
483
201
556
6,082
2,594
343
391
141
249
464
2,671
524
359
441
1,218
515
1,631
443
1,461
725
398
330
2,309
582

40,287

23.2

Ａ②会員（B）

5
3
34
123
6
12
0
37
0
42
30
5

305
354
40
14
142
1
0
0
33
18
206
34
0

146
428
131
2
2
11
5
6

159
29
1
0
79
30
158
62
23
44
2
8

118
34

2,922

1.7

Ａ②会員（C）

1,794
205
549
781
750
654
832
504
619
304
2,327
434
6,351
2,015
1,458
312
134
260
347
557
1,136
1,228
3,558
507
207
355
2,332
1,376
505
231
177
177
640
545
343
520
578
403
284
2,743
370
631
1,003
903
620
469
626

43,654

25.2

Ｂ会員

149
121
92
28
84
12
138
32
199
53
241
0

136
169
79
0
4
28
27
2

137
52
614
180
0
19
17
19
0
0
9
0
76
23
50
3
4
9
0

289
0

101
36
39
69
0
85

3,425

2.0

Ｃ会員
会　　員　　数

Ａ① ： 病院・診療所の開設者、管理者及びそれに準ずる会員
Ａ②（B） ： 上記Ａ①会員及びＡ②会員（C）以外の会員
Ａ②（C） ： 医師法に基づく研修医
Ｂ ： 上記Ａ②会員（B）のうち日本医師会医師賠償責任保険加入の除外を申請した
  会員
Ｃ ： 上記Ａ②会員（C）のうち日本医師会医師賠償責任保険加入の除外を申請した
  会員

日本医師会会員数調査 （令和2年12月1日現在）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
患
者
の
急
増
に
伴
っ
て

入
院
患
者
が
受
け
入
れ
ら
れ

な
い
ケ
ー
ス
が
生
じ
る
状
況

の
中
、
日
本
医
師
会
は
急
き

ょ
四
病
院
団
体
協
議
会
並
び

に
全
国
自
治
体
病
院
協
議
会

と
の
合
同
で
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患
者
受
入

病
床
確
保
対
策
会
議
」
を
立

ち
上
げ
、
１
月
20
日
、
テ
レ

ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
用
い
て

初
会
合
を
開
催
し
た
。

冒
頭
あ
い
さ
つ
し
た
中
川

俊
男
会
長
は
本
対
策
会
議
に

つ
い
て
、
医
療
界
が
一
丸
と

な
り
、
こ
の
有
事
を
究
極
の

臨
戦
態
勢
で
対
応
し
て
い
く

決
意
の
下
で
開
催
し
た
も
の

で
あ
る
と
説
明
。
「
構
成
団

体
の
先
生
方
と
共
に
、
強
い

危
機
感
と
緊
張
感
を
共
有
し

な
が
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
患
者

を
受
け
入
れ
る
病
床
確
保
に

向
け
た
具
体
的
方
策
に
つ
い

て
協
議
し
て
い
き
た
い
」
と

述
べ
た
。

議
事
で
は
、
ま
ず
猪
口
雄

二
副
会
長
が
資
料
説
明
を
行

い
、
民
間
病
院
が
公
立
・
公

的
病
院
に
比
べ
て
新
型
コ
ロ

ナ
患
者
を
受
け
入
れ
て
い
な

い
と
の
批
判
を
招
い
た
デ
ー

タ
（
厚
生
労
働
省
「
医
療
計

画
の
見
直
し
等
に
関
す
る
検

討
会
」
第
27
回
地
域
医
療
構

想
に
関
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
）
に
言
及
。
新
型
コ

ロ
ナ
患
者
の
受
け
入
れ
可
能

医
療
機
関
に
つ
い
て
、
公
立

69
％
、
公
的
等
79
％
に
対
し
、

民
間
18
％
と
さ
れ
て
い
る

が
、
民
間
の
地
域
医
療
支
援

病
院
は
公
的
等
に
含
ま
れ
て

い
る
こ
と
、
民
間
は
Ｉ
Ｃ
Ｕ

の
保
有
数
が
公
立
・
公
的
等

に
比
べ
て
少
な
い
こ
と
や
医

療
資
源
の
少
な
い
地
域
で
は

公
立
・
公
的
等
が
多
い
こ
と

な
ど
を
加
味
す
れ
ば
公
、
民

に
特
別
な
差
は
な
い
こ
と
を

強
調
し
た
。

ま
た
、
「
日
本
は
諸
外
国

に
比
べ
て
病
床
数
が
多
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
病
床

が
逼ひ

っ
ぱ
く迫

し
て
い
る
の
か
」
と

の
批
判
に
つ
い
て
は
、
日
本

は
急
性
期
病
床
と
リ
ハ
ビ
リ

病
床
を
区
分
し
て
い
な
い
こ

と
か
ら
、
リ
ハ
ビ
リ
病
床
を

抜
か
な
い
と
正
確
な
国
際
比

較
に
な
ら
な
い
と
解
説
し
た
。

こ
の
他
、
当
日
は
１
月
15

日
に
開
催
さ
れ
た
第
51
回
厚

生
科
学
審
議
会
感
染
症
部
会

に
お
い
て
、
感
染
症
法
第
16

条
の
２
の
規
程
を
「
検
査
を

行
う
民
間
検
査
事
業
者
等
の

検
査
機
関
を
追
加
す
る
と
と

も
に
、
要
請
に
代
え
て
勧
告

で
き
る
よ
う
見
直
し
た
上

で
、
正
当
な
理
由
が
な
く
、

勧
告
に
従
わ
な
い

場
合
に
は
、
大
臣

又
は
知
事
が
そ
の

旨
を
公
表
で
き
る

よ
う
に
改
正
す

る
」
と
の
方
向
性

が
了
承
さ
れ
た
こ

と
も
話
題
と
な
っ
た
。

中
川
会
長
は
、
田
村
憲
久

厚
生
労
働
大
臣
に
今
回
の
改

正
の
趣
旨
に
つ
い
て
説
明
を

求
め
、
現
行
の
と
お
り
協
力

要
請
し
、
正
当
な
理
由
な
く

応
じ
な
い
場
合
に
は
勧
告
を

行
い
、
勧
告
に
正
当
な
理
由

な
く
応
じ
な
い
場
合
に
は
公

表
す
る
と
い
う
丁
寧
な
仕
組

み
に
な
る
こ
と
を
確
認
し
た

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

加
納
繁
照
日
本
医
療
法
人

協
会
会
長
は
、
大
阪
府
が
病

院
団
体
に
対
し
、
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
特
別
措
置

法
に
基
づ
く
「
指
示
」
を
出

す
意
向
と
の
報
道
が
あ
る
こ

と
に
触
れ
、
「
法
律
に
基
づ

く
強
制
は
危
険
な
話
。
民
間

病
院
で
も
新
型
コ
ロ
ナ
の
患

者
の
受
け
入
れ
が
増
え
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ

悪
者
に
さ
れ
る
の
か
理
解
で

き
な
い
」
と
訴
え
た
。
更
に
、

小
規
模
で
あ
る
こ
と
が
多
い

民
間
病
院
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

患
者
へ
の
対
応
に
よ
っ
て
経

営
的
に
も
厳
し
い
状
態
に
置

か
れ
て
い
る
と
し
て
、
空
床

補
償
額
の
引
き
上
げ
を
求
め

た
。織

田
正
道
全
日
本
病
院
協

会
副
会
長
は
、
現
在
の
日
本

の
医
療
提
供
体
制
は
そ
も
そ

も
国
の
政
策
に
よ
り
機
能
分

化
が
図
ら
れ
て
き
た
も
の
で

あ
り
、
民
間
病
院
に
対
す
る

批
判
は
誤
り
で
あ
る
と
指

摘
。
「
民
間
病
院
の
多
く
は

規
模
の
問
題
か
ら
新
型
コ
ロ

ナ
の
患
者
の
受
け
入
れ
は
難

し
い
が
、
発
症
10
日
後
の
感

染
力
が
な
く
な
っ
た
患
者
に

つ
い
て
は
、
回
復
期
・
療
養

病
床
で
積
極
的
に
受
け
入
れ

て
い
く
べ
き
」
と
の
見
解
を

述
べ
た
。

小
熊
豊
全
国
自
治
体
病
院

協
議
会
会
長
は
、
小
規
模
病

院
は
公
・
民
に
か
か
わ
ら

ず
、
急
性
期
の
感
染
症
を
引

き
受
け
る
の
は
難
し
い
と
の

見
方
を
示
し
、
機
能
に
応
じ

た
連
携
体
制
が
大
切
で
あ
る

と
し
た
。

中
川
会
長
は
、
「
中
小
病

院
が
直
接
新
型
コ
ロ
ナ
に
対

応
す
る
の
は
、公
立
・
公
的
・

民
間
を
問
わ
ず
難
し
く
、
退

院
基
準
を
満
た
し
た
患
者
の

受
け
入
れ
先
と
な
る
こ
と
が

突
破
口
に
な
る
の
で
は
な
い

か
」
と
総
括
。
病
床
確
保
の

実
績
を
挙
げ
ら
れ
る
よ
う
、

今
後
、
具
体
的
方
策
を
検
討

し
て
い
き
た
い
と
し
て
、
更

な
る
理
解
と
協
力
を
求
め
た
。

民
間
医
療
機
関
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
患
者
の

           
受
け
入
れ
病
床
の
拡
大
に
向
け
議
論
を
開
始

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患
者
受
入
病
床
確
保
対
策
会
議
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

最
近
の
動
向
に
つ
い
て

■■■■■■■■

年
末
年
始
の

 

医
療
提
供
体
制
等
に
関
す
る

調
査
結
果
を
公
表

1
月
13
・
20
日

が
起
こ
り
、
医
療
の
ト
リ
ア

ー
ジ
も
進
ん
で
い
る
、
（
２
）

こ
れ
ま
で
の
死
者
数
は
、
Ｇ

７
の
う
ち
の
ア
メ
リ
カ
、
イ

ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ

リ
ア
で
人
口
１
０
０
万
人
当

た
り
１
０
０
０
人
以
上
に
な

っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
日

本
は
約
30
人
で
あ
る

─
こ

と
を
挙
げ
、
こ
れ
ら
の
指
摘

は
誤
り
で
あ
る
こ
と
を
改
め

て
説
明
し
、
「
病
床
数
の
比

較
に
当
た
っ
て
は
、
国
に
よ

っ
て
病
床
の
定
義
が
異
な
る

た
め
、
慢
性
期
関
連
も
確
認

し
、
全
体
的
に
考
え
る
必
要

が
あ
る
」
と
述
べ
た
。

国
民
に
対
し
て
は
、
改
め

て
基
本
的
な
感
染
対
策
の
徹

底
を
要
請
。
マ
ス
ク
に
関
し

て
は
、
不
織
布
マ
ス
ク
に
比

べ
て
、
手
づ
く
り
マ
ス
ク
や

デ
ザ
イ
ン
重
視
マ
ス
ク
、
マ

ウ
ス
シ
ー
ル
ド
な
ど
は
感
染

防
止
効
果
が
低
い
こ
と
を
説

明
し
、
場
面
に
応
じ
た
着
用

を
呼
び
掛
け
る
と
と
も
に
、

障
害
や
持
病
な
ど
の
や
む
を

得
な
い
事
情
で
マ
ス
ク
を
つ

け
ら
れ
な
い
方
へ
の
配
慮
も

求
め
た
。

病
床
確
保
の
問
題
に
関
し

て
は
、
「
一
般
の
患
者
の
受

け
皿
、
通
常
の
医
療
の
受
け

皿
が
そ
の
地
域
に
し
っ
か
り

各
都
道
府
県
医
師
会
及
び
郡

市
区
医
師
会
の
連
携
の
下
で

適
切
な
対
応
を
講
じ
る
た

め
、
各
地
の
医
療
提
供
体
制

の
構
築
状
況
や
問
題
事
例
を

把
握
す
る
た
め
に
行
わ
れ
た
。

調
査
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
を
通
じ
て

行
わ
れ
、
都
道
府
県
医
師
会

か
ら
44
、
郡
市
区
医
師
会
か

ら
２
３
６
、
合
計
２
８
０
医

師
会
か
ら
回
答
を
得
た
。

発
熱
外
来
診
療
体
制
、
入

院
患
者
の
受
入
体
制
、
宿
泊

療
養
施
設
の
整
備
等
、
年
末

年
始
の
医
療
提
供
体
制
に
つ

い
て
総
合
的
に
見
た
構
築
状

釜

敏
常
任
理
事
は
、
昨

年
末
に
日
本
医
師
会
が
行
っ

た
「
年
末
年
始
の
医
療
提
供

体
制
等
に
関
す
る
調
査
」
の

結
果
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

調
査
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大

が
進
む
中
、
日
本
医
師
会
と

し
て
、
年
末
年
始
に
適
切
な

医
療
が
提
供
さ
れ
る
よ
う
、

ッ
ク
ア
ッ
プ
を
担
う
地
域
の

基
幹
的
な
病
院
等
と
連
携
、

医
師
会
主
導
で
各
病
院
長
・

感
染
症
専
門
医
会
議
の
設
置

─
等
が
あ
っ
た
。

厚
労
省
と
課
題
の
共
有
を

図
る同

常
任
理
事
は
、
年
末
年

始
に
限
ら
な
い
今
後
の
課
題

と
し
て
、
人
材
不
足
が
主
要

因
と
な
り
、
「
医
療
機
関
及

び
保
健
所
に
お
い
て
、
相

談
・
受
診
を
し
た
患
者
へ
の

適
切
な
ト
リ
ア
ー
ジ
が
滞
っ

て
い
る
」
「
保
健
所
・
行
政

と
医
師
会
と
の
連
携
が
う
ま

く
い
っ
て
い
な
い
」
等
が
あ

る
と
指
摘
。
ま
た
、
患
者
の

宿
泊
施
設
が
確
保
さ
れ
て
い

な
い
地
域
が
少
な
く
な
い
こ

と
に
も
触
れ
、
「
厚
生
労
働

省
と
課
題
を
共
有
し
、
き
め

細
か
い
対
応
に
努
め
て
い

く
」
と
の
考
え
を
示
し
た
。

ま
た
、
医
師
の
人
材
不
足

に
つ
い
て
、
専
門
性
の
追
求

の
重
要
性
に
言
及
し
た
上

で
、
「
日
本
医
師
会
の
か
か

り
つ
け
医
機
能
研
修
、
生
涯

教
育
講
座
等
を
活
用
し
、
幅

広
い
領
域
に
対
応
で
き
る
医

師
を
養
成
す
る
こ
と
が
、
今

後
、
医
師
数
を
大
幅
に
増
や

す
こ
と
が
難
し
い
中
で
、
医

師
不
足
を
解
消
す
る
一
つ
の

手
段
に
な
る
の
で
は
な
い

か
」
と
し
た
。

あ
っ
て
こ
そ
、
重
点
医
療
機

関
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
患
者
に
集
中
で
き

る
」
と
強
調
。
医
療
界
を
挙

げ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
患
者
受
け
入
れ
の

た
め
、
病
床
確
保
に
向
け
た

具
体
的
方
策
を
ス
ピ
ー
ド
感

を
も
っ
て
議
論
し
て
い
く
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
同
日
、

日
本
病
院
会
、
全
日
本
病
院

協
会
、
日
本
医
療
法
人
協
会
、

日
本
精
神
科
病
院
協
会
、
全

国
自
治
体
病
院
協
議
会
と
共

に
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
患
者
受
入
病
床
確
保

対
策
会
議
」
を
立
ち
上
げ
る

こ
と
を
報
告
し
た
（
関
連
記

事
３
面
）。

ま
た
、
会
議
で
は
「
コ
ロ

ナ
対
応
病
床
を
更
に
で
き
る

だ
け
増
や
す
た
め
に
は
ど
の

よ
う
な
方
法
が
あ
る
か
」「
中

小
病
院
に
お
い
て
、
コ
ロ
ナ

か
ら
回
復
し
た
患
者
の
受
け

入
れ
機
能
を
拡
充
で
き
な
い

か
」
「
収
束
ま
で
時
限
的
に

コ
ロ
ナ
対
応
病
院
の
病
床
を

拡
大
し
、
同
時
に
そ
の
通
常

医
療
機
能
を
中
小
病
院
に
代

替
で
き
な
い
か
」
な
ど
を
、

公
立
、
公
的
、
民
間
を
問
わ

ず
に
議
論
し
て
い
く
意
向
を

示
し
た
。

都
道
府
県
医
師
会
向
け
の

相
談
窓
口
を
設
置

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
問
題
に

つ
い
て
は
、
会
内
に
設
置
し

た
「
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
検

討
委
員
会
」
で
、
ス
ム
ー
ズ

中
川
俊
男
会
長
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

最
近
の
動
向
を
踏
ま
え
た
日

本
医
師
会
の
考
え
を
説
明
し

た
。中

川
会
長
は
現
状
に
つ
い

て
、
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令

さ
れ
た
地
域
で
は
通
常
の
入

院
患
者
の
受
け
入
れ
先
が
な

い
ケ
ー
ス
が
生
じ
て
お
り
、

新
型
コ
ロ
ナ
の
医
療
と
通
常

医
療
が
両
立
で
き
な
い
、
ま

さ
に
「
医
療
崩
壊
」
の
状
態

に
あ
る
と
し
て
、
危
機
感
を

表
明
。

「
日
本
は
諸
外
国
に
比
べ

て
病
床
数
が
多
い
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
『
医
療
崩
壊
』
が

進
ん
で
い
る
の
は
医
療
関
係

者
の
努
力
が
足
り
な
い
の
で

は
な
い
か
」
と
い
う
指
摘
や

「
諸
外
国
は
日
本
よ
り
患
者

数
が
多
く
、
か
つ
病
床
数
が

少
な
い
の
に
、
ま
だ
対
応
で

き
て
い
る
で
は
な
い
か
」
と

い
う
声
が
あ
る
こ
と
に
つ
い

て
は
、
（
１
）
欧
米
で
は
既

に
昨
年
の
第
一
波
の
時
点

で
、
日
本
で
言
う
医
療
崩
壊

に
接
種
が
進
む
よ
う
、
い
く

つ
か
の
地
域
を
事
例
に
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い

る
こ
と
を
報
告
す
る
と
と
も

に
、
都
道
府
県
医
師
会
か
ら

の
相
談
を
受
け
付
け
る
た

め
、
会
内
に
新
た
に
「
都
道

府
県
医
師
会
向
け
ワ
ク
チ
ン

接
種
体
制
相
談
窓
口
」
を
設

置
す
る
こ
と
を
明
ら
か
と
し

た
。そ

の
他
、
中
川
会
長
は
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策

特
別
措
置
法
、
感
染
症
法
等

の
改
正
に
つ
い
て
も
言
及
。

「
確
実
な
取
り
組
み
を
推
進

す
る
た
め
に
評
価
す
る
」
と

す
る
一
方
で
、
「
今
回
罰
則

の
規
定
が
設
け
ら
れ
る
こ
と

で
、
私
権
制
約
を
伴
う
措
置

も
含
み
得
る
こ
と
か
ら
、
丁

寧
な
説
明
の
上
で
、
従
わ
な

い
悪
質
な
場
合
に
の
み
適
用

す
る
な
ど
、
謙
抑
的
な
運
用

を
お
願
い
し
た
い
」
と
述
べ

た
。

感
染
症
法
改
正
の
趣
旨
を

厚
労
大
臣
に
確
認

ま
た
、
先
日
、
「
感
染
症

法
に
基
づ
く
医
療
関
係
者
へ

の
協
力
要
請
に
つ
い
て
、
要

請
に
替
え
て
勧
告
で
き
る
よ

う
見
直
し
た
上
で
、
正
当
な

理
由
が
な
く
、
勧
告
に
従
わ

な
い
場
合
に
は
、
大
臣
又
は

知
事
が
そ
の
旨
を
公
表
で
き

る
よ
う
に
す
る
」
と
の
報
道

が
な
さ
れ
た
こ
と
に
も
触

れ
、
「
懸
命
に
地
域
医
療
を

守
っ
て
い
る
医
療
機
関
、
医

療
従
事
者
に
対
し
、
い
き
な

り
勧
告
が
な
さ
れ
、
そ
れ
に

従
わ
な
い
場
合
は
そ
の
旨
を

公
表
す
る
仕
組
み
の
導
入
は

容
認
で
き
な
い
」
と
強
調
。

加
え
て
、
田
村
憲
久
厚
生

労
働
大
臣
に
そ
の
真
意
を
尋

ね
、
現
行
ど
お
り
協
力
要
請

し
、
正
当
な
理
由
な
く
応
じ

な
い
場
合
に
は
勧
告
を
行

い
、
勧
告
に
正
当
な
理
由
な

く
応
じ
な
い
場
合
に
の
み
公

表
す
る
と
い
う
丁
寧
な
仕
組

み
に
な
る
こ
と
を
確
認
し
た

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
他
、

協
力
要
請
に
当
た
っ
て
は
、

（
１
）
時
間
が
許
す
限
り
、

都
道
府
県
の
協
議
の
場
で
議

論
を
行
う
、
（
２
）
緊
急
事

態
で
そ
れ
が
難
し
い
場
合
に

は
、
協
力
要
請
や
勧
告
の
妥

当
性
に
つ
い
て
、
事
後
検
証

で
き
る
制
度
と
す
る

─
こ

と
を
求
め
る
と
と
も
に
、
そ

の
際
に
は
感
染
や
事
故
時
の

補
償
も
含
め
た
ス
キ
ー
ム
を

つ
く
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張

し
た
。

況
に
関
す
る
調
査
で
は
、
都

道
府
県
医
師
会
で
は
約
８

割
、
郡
市
区
医
師
会
で
は
約

６
割
、
構
築
さ
れ
て
い
る
と

の
回
答
で
あ
っ
た
。

対
応
の
内
容
と
し
て
は
、

（
１
）
郡
市
区
医
師
会
の
調

整
等
に
よ
り
、
各
医
療
機
関

が
「
診
療
・
検
査
医
療
機
関
」

の
役
割
を
果
た
し
た
、（
２
）

休
日
診
療
所
や
急
患
セ
ン
タ

ー
の
人
員
増
強
や
発
熱
外
来

の
設
置
、
休
日
当
番
医
の
拡

充
、
（
３
）
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
セ

ン
タ
ー
の
設
置
、
（
４
）
年

末
年
始
に
従
事
す
る
人
員
の

増
強
、
初
期
救
急
の
実
施
、

検
査
機
器
の
導
入
、
公
立
病

院
へ
の
応
援
医
師
の
派
遣
、

（
５
）
行
政
・
保
健
所
、
追

加
検
査
や
二
次
対
応
な
ど
バ

新型コロナウイルス感染症に関する
医療機関への公的補助をかたる勧誘にご注意を！！

　実在または架空の団体を名乗り、厚生労働省や日本医師会との関係
をかたり、新型コロナウイルス感染症対策に係る助成金・給付金・補
助金の交付手続きとして、手数料を要求したり、医療機関等の情報を
入手しようとする事例が起きています。
　先生方におかれましては、医師会を介さずに届いた 
助成金に関する情報にはご注意願います。
　厚生労働省のホームページにも注意喚起が掲載されて
おりますので、ご参照願います。
　https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_12014.html
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本
　

医
　

師
　

会

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

人
事
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
３
・
総
務
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
１
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03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
７
・
施
設
課 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
２
７
・
経
理
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
６
・
広
報
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
３
・
情
報
シ
ス
テ
ム
課 
03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
５
・（
会
員
情
報
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
２
／
電
子
認
証
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
５
０
）

医
療
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
０
・
介
護
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
１
・
医
業
経
営
支
援
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
９
・
年
金
福
祉
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
７
・
生
涯
教
育
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
９
・
編
集
企
画
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
８
・
日
本
医
学
会 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
４
０
・
医
学
図
書
館 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
２
・
国
際
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
９

総
合
医
療
政
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
４
・
医
事
法
・
医
療
安
全
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
０
６
／
03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
４
・
地
域
医
療
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
７
・
日
本
准
看
護
師
推
進
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
７
６
・
健
康
医
療
第
一
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
８
・
健
康
医
療
第
二
課 

03
―
３
９
４
２
―
８
１
８
１

感
染
症
危
機
管
理
対
策
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
５
・
医
賠
責
対
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
６
・
日
医
総
研 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
１
５
・
女
性
医
師
支
援
セ
ン
タ
ー（
業
務
推
進
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
０
／
女
性
医
師
バ
ン
ク 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
２
）・
治
験
促
進
セ
ン
タ
ー 
03
―
５
３
１
９
―
３
７
８
１
（
防
災
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
６
・
日
本
医
師
連
盟 

03
―
３
９
４
７
―
７
８
１
５
）
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「
令
和
２
年
度

 
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

  

患
者
等
入
院
受
入
医
療
機
関

   

緊
急
支
援
事
業
補
助
金
」の

内
容
を
解
説

■■■■■■■■

令
和
３
年
度

 

介
護
報
酬
改
定
に
対
す
る

見
解
を
示
す

病
床
数
に
応
じ
た
補
助
」
で

は
、
①
重
症
者
病
床
数
×
１

５
０
０
万
円
②
そ
の
他
病
床

数
×
４
５
０
万
円
③
疑
い
患

者
病
床
数
×
４
５
０
万
円
を

上
限
と
し
て
補
助
が
あ
り
、

昨
年
12
月
24
日
以
前
か
ら
継

続
し
て
い
る
確
保
病
床
も
対

象
と
な
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。

「
緊
急
的
に
新
た
に
受
入

病
床
を
確
保
す
る
観
点
か
ら

の
加
算
」
と
し
て
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
患
者
の
重
症
者
病
床

及
び
そ
の
他
病
床
に
対
し
て

緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ

た
地
域
に
お
い
て
は
、
昨
年

12
月
25
日
か
ら
本
年
２
月
28

日
ま
で
に
″
新
た
に
〟
割
り

当
て
ら
れ
た
確
保
病
床
数
×

４
５
０
万
円
、
そ
れ
以
外
の

地
域
で
は
、
確
保
病
床
数
×

３
０
０
万
円
が
加
算
さ
れ
る

（
疑
い
患
者
病
床
に
つ
い
て

は
加
算
さ
れ
な
い
）
。

申
請
期
限
は
2
月
28
日

「
補
助
の
対
象
経
費
」
は
、

昨
年
12
月
25
日
か
ら
本
年
３

月
31
日
ま
で
に
掛
か
る
「
新

型
コ
ロ
ナ
患
者
等
の
対
応
を

行
う
医
療
従
事
者
の
人
件

費
」
及
び
「
院
内
で
の
感
染

防
止
対
策
や
診
療
体
制
確
保

等
に
要
す
る
経
費
（
補
助
基

準
額
の
３
分
の
１
が
上
限
）
」

で
あ
り
、
概
算
で
申
請
可
能

で
あ
る
が
、
期
限
は
２
月
28

に
関
し
て
は
、
（
１
）
感
染

症
や
災
害
へ
の
対
応
力
強

化
、
（
２
）
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
推
進
、
（
３
）

自
立
支
援
・
重
度
化
防
止
の

取
組
の
推
進
、
（
４
）
介
護

人
材
の
確
保
・
介
護
現
場
の

革
新
、
（
５
）
制
度
の
安
定

性
・
持
続
可
能
性
の
確
保

─
の
五
つ
の
柱
か
ら
な
っ

て
い
る
と
し
て
、
以
下
の
と

お
り
概
説
し
た
。

（
１
）
で
は
、
従
来
の
施

設
系
サ
ー
ビ
ス
以
外
の
訪
問

系
サ
ー
ビ
ス
、
通
所
系
サ
ー

日
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。

同
常
任
理
事
は
ま
た
、
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
の
裏
面
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
Ｑ
＆
Ａ
の
中
の

４
点
に
つ
い
て
も
解
説
し
た
。

「
新
型
コ
ロ
ナ
患
者
等
の

対
応
を
行
う
医
療
従
事
者
の

人
件
費
」
の
対
象
に
関
し
て

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
の
た

め
に
新
規
職
員
を
雇
用
す
る

人
件
費
だ
け
で
な
く
、
従
前

か
ら
勤
務
す
る
職
員
を
含
め

た
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
手
当
も

対
象
と
な
り
、
同
手
当
に
つ

い
て
は
、
「
１
日
ご
と
の
手

当
、
特
別
賞
与
、
一
時
金
等

の
方
法
に
よ
り
支
給
す
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
」
と
述
べ

た
。
ま
た
、
従
前
か
ら
勤
務

す
る
職
員
も
含
め
、
新
型
コ

ロ
ナ
患
者
等
へ
の
対
応
に
伴

う
時
間
外
勤
務
手
当
は
対
象

に
な
る
こ
と
を
補
足
し
た
。

な
お
、
本
記
者
会
見
後
、
１

月
25
日
の
改
正
に
よ
り
、
従

前
か
ら
勤
務
す
る
職
員
の
基

本
給
も
、
当
該
職
員
の
処
遇

改
善
を
行
う
場
合
は
補
助
対

象
と
な
っ
た
。

今
後
更
に
見
直
さ
れ
る
可

能
性
も
あ
り
、
最
新
の
情
報

は
日
本
医
師
会
や
厚
生
労
働

省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認

願
い
た
い
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
患
者

を
受
け
入
れ
る
病
棟
の
医
療

従
事
者
の
み
な
ら
ず
、
外
来

部
門
や
検
査
部
門
等
に
お
い

て
、
新
型
コ
ロ
ナ
患
者
及
び

疑
い
患
者
の
対
応
を
行
う
医

療
従
事
者
も
対
象
に
な
る
と

説
明
。

新
型
コ
ロ
ナ
対
応
手
当
の

額
や
支
給
す
る
職
員
の
範
囲

に
つ
い
て
は
、
「
治
療
へ
の

関
与
や
院
内
感
染
・
ク
ラ
ス

タ
ー
防
止
の
取
り
組
み
へ
の

貢
献
度
合
い
等
を
考
慮
し
つ

つ
、
あ
く
ま
で
も
医
療
機
関

が
決
定
で
き
、
手
当
の
額
に

傾
斜
を
つ
け
る
こ
と
も
可

能
」
で
あ
り
、
医
療
資
格
を

有
し
て
い
な
い
、
例
え
ば
事

務
職
員
で
も
対
象
に
な
り
得

る
と
し
た
。

「
院
内
等
で
の
感
染
拡
大

防
止
対
策
や
診
療
体
制
確
保

等
に
要
す
る
経
費
」
の
対
象

に
つ
い
て
は
、
消
毒
・
清
掃
・

リ
ネ
ン
交
換
等
の
委
託
料
は

人
件
費
と
し
て
は
対
象
に
な

ら
な
い
も
の
の
、
感
染
拡
大

防
止
対
策
や
診
療
体
制
確
保

等
の
経
費
と
し
て
は
対
象
に

な
り
得
る
と
し
た
上
で
、「
同

経
費
に
つ
い
て
は
、
感
染
防

止
対
策
に
要
す
る
費
用
に
限

ら
ず
、
院
内
等
で
の
感
染
拡

大
を
防
ぎ
な
が
ら
地
域
で
求

め
ら
れ
る
医
療
を
提
供
す
る

た
め
の
診
療
体
制
確
保
等
に

要
す
る
費
用
も
幅
広
く
対
象

に
な
る
。

更
に
、
二
次
補
正
予
算
に

よ
る
「
医
療
機
関
・
薬
局
等

に
お
け
る
感
染
拡
大
防
止
等

支
援
事
業
」
等
で
は
、
日
常

診
療
に
元
々
掛
か
っ
て
い
る

経
費
も
含
め
、
幅
広
く
対
象

に
な
り
得
る
こ
と
が
厚
労
省

の
Ｑ
＆
Ａ
で
も
示
さ
れ
て
い

る
が
、
今
回
の
補
助
金
に
つ

い
て
も
対
象
経
費
に
関
す
る

考
え
方
は
同
じ
で
あ
る
こ
と

を
紹
介
。
「
補
助
基
準
額
の

３
分
の
１
と
い
う
上
限
は
あ

る
が
十
分
に
医
療
機
関
で
活

用
し
得
る
」
と
し
た
。

同
常
任
理
事
は
最
後
に
、

「
日
本
医
師
会
と
し
て
、
新

型
コ
ロ
ナ
と
闘
う
医
療
機
関

に
と
っ
て
本
当
の
助
け
と
な

る
支
援
が
実
現
さ
れ
る
よ

う
、
引
き
続
き
政
府
に
働
き

掛
け
て
い
く
」
と
す
る
と
と

も
に
、
受
け
入
れ
体
制
の
確

保
に
向
け
て
、
引
き
続
き
地

域
の
医
師
会
並
び
に
医
療
機

関
に
協
力
を
呼
び
掛
け
て
い

く
方
針
を
示
し
た
。

松
本
吉
郎
常
任
理
事
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
患
者
の
受
入
病
床
の
更
な

る
確
保
を
目
的
と
し
た
「
令

和
２
年
度
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
患
者
等
入
院
受

入
医
療
機
関
緊
急
支
援
事
業

補
助
金
」
の
内
容
等
に
つ
い

て
解
説
し
た
。

同
補
助
金
に
関
し
て
は
、

昨
年
12
月
25
日
に
「
確
保
病

床
数
に
応
じ
た
補
助
」
に
つ

い
て
、
ま
た
、
本
年
１
月
７

日
に
、
「
緊
急
的
に
新
た
に

受
入
病
床
を
確
保
す
る
観
点

か
ら
の
加
算
」
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
厚
生
労
働
省
か
ら

事
務
連
絡
等
が
発
出
さ
れ
て

い
る
も
の
の
、
医
療
現
場
か

ら
は
補
助
の
対
象
経
費
な
ど

が
分
か
り
に
く
い
と
の
指
摘

が
出
て
い
た
。

今
般
、
日
本
医
師
会
か
ら

厚
労
省
に
申
し
入
れ
を
行
っ

た
結
果
、
従
来
の
Ｑ
＆
Ａ
等

で
は
不
明
確
だ
っ
た
部
分
を

よ
り
明
確
に
し
た
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
が
１
月
18
日
に
発
出
さ

れ
た
と
し
て
、
そ
の
内
容
を

次
の
よ
う
に
説
明
し
た
。

「
補
助
基
準
額
（
補
助
上

限
額
）
」
に
お
け
る
「
確
保

ビ
ス
に
お
い
て
も
感
染
症
対

策
の
取
り
組
み
と
し
て
、
委

員
会
の
開
催
、
指
針
の
整
備

等
が
運
営
基
準
に
義
務
付
け

ら
れ
る
と
と
も
に
、
全
て
の

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
お

い
て
、
感
染
症
や
災
害
の
発

生
時
の
訓
練
の
実
施
も
義
務

付
け
ら
れ
た
他
、
必
要
な
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
し
て
提

供
で
き
る
よ
う
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
業

務
継
続
計
画
）
の
策
定
が
求

め
ら
れ
て
い
る
と
し
た
。

（
３
）
で
は
、
通
所
介
護
等

に
お
い
て
自
宅
で
の
入
浴
の

自
立
を
支
援
す
る
取
り
組
み

を
評
価
す
る
と
い
う
新
た
な

視
点
に
基
づ
き
、
「
入
浴
介

助
加
算
（
Ⅱ
）」
が
新
設
さ

れ
た
こ
と
を
説
明
。そ
の
他
、

介
護
分
野
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

「
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｓ
Ｅ
」「
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ

Ｔ
」
の
一
体
的
な
運
用
に
向

け
て
、
名
称
を
「
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ

（
科
学
的
介
護
情
報
シ
ス
テ

ム
）」
に
改
編
し
、
本
格
的

に
構
築
し
て
い
く
こ
と
が
盛

り
込
ま
れ
て
い
る
と
し
た
。

ま
た
、
新
た
に
オ
ム
ツ
の

卒
業
を
よ
り
評
価
す
る
排
せ

つ
支
援
加
算
と
と
も
に
新
設

さ
れ
た
介
護
保
険
施
設
に
お

け
る「
自
立
支
援
促
進
加
算
」

に
つ
い
て
は
、
「
施
設
で
の

日
中
の
過
ご
し
方
等
へ
の
ア

セ
ス
メ
ン
ト
の
実
施
や
、
生

活
全
般
に
お
け
る
計
画
に
基

づ
く
ケ
ア
の
実
施
の
評
価
と

し
て
日
本
医
師
会
が
要
望
し

て
い
た
項
目
で
あ
り
、
尊
厳

の
保
障
や
寝
た
き
り
ゼ
ロ
に

資
す
る
も
の
と
し
て
評
価
し

た
い
」
と
述
べ
た
。

そ
の
上
で
、
同
常
任
理
事

は
、
今
回
の
改
定
議
論
を
振

り
返
り
、
「
介
護
保
険
の
目

的
で
あ
る
″
尊
厳
の
保
障
〟

と
″
自
立
支
援
〟
へ
着
実
に

一
歩
踏
み
出
し
た
改
定
と
す

る
こ
と
が
で
き
た
」と
し
て
、

そ
の
内
容
を
評
価
す
る
考
え

を
示
し
た
。

江
澤
和
彦
常
任
理
事
は
１

月
13
、
18
の
両
日
に
開
催
さ

れ
た
社
会
保
障
審
議
会
介
護

給
付
費
分
科
会
で
、
令
和
３

年
度
介
護
報
酬
改
定
に
つ
い

て
諮
問
及
び
答
申
が
行
わ
れ

た
こ
と
を
受
け
、
日
本
医
師

会
の
見
解
を
述
べ
た
。

江
澤
常
任
理
事
は
ま
ず
、

令
和
３
年
度
介
護
報
酬
改
定

の
改
定
率
は
０
・
70
％
の
プ

ラ
ス
と
な
り
、
う
ち
０
・

05
％
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
対
応
す
る
た

め
の
特
例
的
な
評
価
と
し
て

半
年
間
の
時
限
措
置
が
設
定

さ
れ
た
こ
と
を
報
告
。
プ
ラ

ス
改
定
の
増
額
分
は
、
各
サ

ー
ビ
ス
を
対
象
に
基
本
報
酬

に
投
入
し
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
経
営
強
化
に
充
て
ら
れ

る
も
の
で
あ
る
と
の
見
方
を

示
し
、
「
こ
の
貴
重
な
財
源

は
、
利
用
者
の
尊
厳
保
持
と

自
立
支
援
に
有
効
に
活
用
し

て
い
く
」
と
の
決
意
を
述
べ

た
。ま

た
、
今
回
の
改
定
内
容
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検 索医療従事者支援制度

日
　

本
　

医
　

師
　

会

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

人
事
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
３
・
総
務
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
１
／ 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
７
・
施
設
課 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
２
７
・
経
理
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
６
・
広
報
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
３
・
情
報
シ
ス
テ
ム
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
５
・（
会
員
情
報
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
２
／
電
子
認
証
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
５
０
）

医
療
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
０
・
介
護
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
１
・
医
業
経
営
支
援
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
９
・
年
金
福
祉
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
７
・
生
涯
教
育
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
９
・
編
集
企
画
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
８
・
日
本
医
学
会 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
４
０
・
医
学
図
書
館 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
２
・
国
際
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
９

総
合
医
療
政
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
４
・
医
事
法
・
医
療
安
全
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
０
６
／
03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
４
・
地
域
医
療
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
７
・
日
本
准
看
護
師
推
進
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
７
６
・
健
康
医
療
第
一
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
８
・
健
康
医
療
第
二
課 

03
―
３
９
４
２
―
８
１
８
１

感
染
症
危
機
管
理
対
策
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
５
・
医
賠
責
対
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
６
・
日
医
総
研 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
１
５
・
女
性
医
師
支
援
セ
ン
タ
ー（
業
務
推
進
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
０
／
女
性
医
師
バ
ン
ク 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
２
）・
治
験
促
進
セ
ン
タ
ー 

03
―
５
３
１
９
―
３
７
８
１
（
防
災
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
６
・
日
本
医
師
連
盟 

03
―
３
９
４
７
―
７
８
１
５
）
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〝
コ
ロ
ナ
〟
と
い
う
名
前

の
全
国
区
の
企
業
が
当
地
に

あ
る
。
暖
房
機
器
の
リ
ー
デ

ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー
で
あ

り
、
地
震
や
水
害
に
も
耐
え

抜
い
て
き
た
。
豪
雪
で
ト
ラ

ッ
ク
が
使
え
な
い
年
、
社
員

が
総
出
で
ス
ト
ー
ブ
を
１
台

ず
つ
背
負
い
、
猛
吹
雪
の
中
、

何
キ
ロ
も
の
道
を
歩
い
て
運

ん
だ
話
は
地
域
で
語
り
継
が

れ
て
い
る
。

会
社
と
は
全
く
関
係
の
な

い
こ
の
度
の
新
型
コ
ロ
ナ
、

名
前
が
同
じ
と
い
う
こ
と
だ

け
で
、
多
く
の
社
員
や
そ
の

家
族
に
さ
ま
ざ
ま
な
苦
痛
を

与
え
た
。
親
の
会
社
を
誇
り

に
思
っ
て
い
た
子
ど

も
た
ち
が
、
学
校
で

ど
の
よ
う
な
風
圧
に

さ
ら
さ
れ
た
か
は
、

容
易
に
想
像
で
き
よ
う
。

心
が
折
れ
か
け
た
社
員
を

案
じ
た
社
長
が
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
発
し
た

─
「
（
途
中
略
）

キ
ミ
の
じ
ま
ん
の
か
ぞ
く

は
、
コ
ロ
ナ
の
じ
ま
ん
の
し

ゃ
い
ん
で
す
」
。
多
く
の
人

の
心
に
響
き
、
元
気
を
与
え

た
。
社
内
の
空
気
も
一
変
し

て
明
る
く
な
っ
た
と
聞
く
。

さ
て
、
当
院
で
は
早
く
か

ら
陽
性
者
を
受
け
入
れ
て
き

た
。
ド
ラ
マ
以
上

の
現
実
を
、
昨
年

５
月
の
プ
リ
ズ
ム

に
寄
稿
し
た
。
コ

ロ
ナ
後
の
、
雨
降
っ
て
地
固

ま
る
を
期
待
し
て
書
い
た

が
、
今
は
も
っ
と
厳
し
い

日
々
が
続
い
て
い
る
。
近
隣

で
は
大
き
な
ク
ラ
ス
タ
ー
が

発
生
し
、
医
療
職
の
感
染
も

起
き
て
い
る
。
つ
い
に
２
度

目
の
緊
急
事
態
宣
言
と
な
っ

た
。医

療
は
国
の
安
全
保
障
で

あ
る
。
ウ
イ
ル
ス
が
舞
う
中
、

体
を
張
っ
て
闘
っ
て
い
る
職

員
に
は
感
謝
し
か
な
い
。
家

に
帰
ら
ず
、
ホ
テ
ル
泊
で
耐

え
て
い
る
人
も
い
る
。
社
長

の
お
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
病

院
の
「
じ
ま
ん
の
し
ょ
く
い

ん
」
で
あ
り
、
地
域
の
宝
で

あ
る
。

差
別
や
い
じ
め
に
は
バ
チ

が
当
た
る
。

�

（
骨
コ
ツ
）

「
じ
ま
ん
の
し
ゃ
い
ん
」

「
社
会
的
共
通
資
本
」
と

い
う
言
葉
を
ご
存
じ
で
し
ょ

う
か
。
こ
れ
は
、
現
代
社
会

に
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の

の
こ
と
で
、
故
宇
沢
弘
文
元

東
京
大
学
経
済
学
部
教
授
が

つ
く
ら
れ
た
言
葉
で
す
。

現
代
社
会
で
尊
厳
を
も
っ

て
生
き
て
い
く
た
め
に
は
最

低
限
の
食
料
や
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
あ
る
だ
け
で
は
不
十
分
で

す
。
自
然
環
境
や
教
育
、
医

療
、
立
法
、
金
融
な
ど
多
く

の
制
度
や
社
会
の
仕
組
み
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
宇
沢
教

授
は
、
こ
れ
ら
を
「
社
会
的

共
通
資
本
」
と
名
付
け
ら
れ

ま
し
た
。

更
に
、
「
社
会
的
共
通
資

本
」
は
国
家
官
僚
に
よ
っ
て

運
営
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、

専
門
家
集
団
に
よ
っ
て
運
営

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

も
宇
沢
教
授
は
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

従
っ
て
、
「
社
会
的
共
通

資
本
」
は
私
的
所
有
が
許
さ

れ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、

目
的
は
公
的
な
も
の
と
な
り

ま
す
。

現
代
の
経
済
学
は
「
市
場
」

を
最
も
重
要
な
場
所
と
し
て

考
え
、
市
場
取
引
に
よ
っ
て

需
要
と
供
給
が
調
整
さ
れ
、

価
格
が
決
ま
る
と
説
い
て
い

ま
す
。

一
方
、
宇
沢
教
授
は
人
間

の
幸
せ
を
第
一
に
考
え
、
市

場
取
引
に
は
な
じ
ま
な
い
も

の
を
「
社
会
的
共
通
資
本
」

と
も
言
っ
て
い
る
の
で
す
。

例
え
ば
、
以
前
は
教
育
は

日
医
総
研
だ
よ
り

社
会
的
共
通
資
本
と
医
療

公
立
学
校
に
よ
る
公
教
育
が

ほ
ぼ
全
て
で
あ
り
、
塾
に
行

く
子
ど
も
は
少
数
派
で
し

た
。
今
は
塾
や
予
備
校
に
行

か
な
け
れ
ば
、
有
名
大
学
に

は
行
け
な
く
な
っ
て
お
り
、

教
育
が
市
場
取
引
さ
れ
る
も

の
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま

す
。
新
自
由
主
義
を
主
張
す

る
人
達
は
医
療
も
教
育
の
よ

う
に
市
場
取
引
さ
れ
る
「
サ

ー
ビ
ス
」
に
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
医
療
が
市
場
化

さ
れ
る
と
、
我
々
は
治
療
を

す
る
際
に
患
者
と
値
段
の
交

渉
を
し
な
い
と
い
け
な
く
な

る
で
し
ょ
う
。
そ
の
よ
う
な

社
会
は
不
幸
で
あ
る
と
、
宇

沢
教
授
は
言
っ
て
お
ら
れ
る

と
思
い
ま
す
。

人
間
が
生
き
て
い
く
こ
と

と
は
何
か
、
と
い
う
問
い
掛

け
に
宇
沢
教
授
が
答
え
ら
れ

た
こ
と
が
「
社
会
的
共
通
資

本
」
で
あ
り
、
我
々
医
師
は

そ
の
こ
と
を
忘
れ
な
い
よ
う

に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
で

し
ょ
う
。

日
医
総
研
は
こ
の
よ
う
な

社
会
制
度
全
体
に
つ
い
て

も
、
研
究
や
検
討
を
行
っ
て

い
ま
す
。
『
日
医
雑
誌
』
に

お
い
て
も
昨
年
12
月
号
よ
り

隔
月
で
連
載
を
持
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
ご
覧
頂
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

１
月
２
日
死
去
、
92
歳
。

葬
儀
は
近
親
者
の
み
に
て
執

り
行
わ
れ
た
。
喪
主
は
、
ご

長
男
、
大

ゆ
た
か

様
。

氏
は
昭
和
３
年
三
重
県
出

身
。
昭
和
26
年
三
重
県
立
医

学
専
門
学
校
卒
業
。
昭
和
52

年
山
本
内
科
開
設
。

三
重
県
医
師
会
常
任
理

事
・
副
会
長
等
を
経
て
、
平

成
14
年
か
ら
18
年
ま
で
会
長

に
就
任
。
そ
の
間
、
平
成
14

年
４
月
か
ら
平
成
16
年
３
月

ま
で
日
本
医
師
会
理
事
を
１

期
務
め
た
。
平
成
18
年
か
ら

は
三
重
県
医
師
会
顧
問
を
務

め
て
い
た
。

平
成
11
年
に
藍
綬
褒
章
、

平
成
19
年
に
旭
日
双
光
章
を

受
章
し
て
い
る
。

訃
　
報

■
山
本
　

か
た
し

氏
（
元
三
重
県

医
師
会
長
・
顧
問
、
日
本
医

師
会
理
事
）

（
日
医
総
研
副
所
長　

原

祐
一
）
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最
近
の
世
の
中
の
急
激
な

変
化
に
は
、
つ
い
て
い
け
な

い
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。

今
ま
で
家
庭
の
料
理
は
女

性
が
主
に
す
る
も
の
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
あ
る
婦
人
雑

誌
に
頼
ま
れ
て
書
い
た
文
中

に
「
家
内
」
と
書
い
た
と
こ

ろ
、
「
こ
れ
は
訂
正
し
て
く

だ
さ
い
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

や
む
な
く
「
奥
方
」
と
書
い

た
と
こ
ろ
、
「
こ
れ
も
ダ
メ

で
す
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

「
今
の
時
代
、
女
性
は
奥
に

居
る
も
の
で
は
な
く
、
内
に

居
る
も
の
で
も
あ
り
ま
せ

ん
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

わ
が
家
に
も
時
代
の
波
が

押
し
寄
せ
て
き
て
、
と
う
と

う
自
分
も
台
所
に
立
つ
羽
目

に
な
り
ま
し
た
。
要
す
る
に

診
察
用
の
白
衣
が
、
料
理
人

の
白
衣
に
代
わ
ら
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
と
い
う
事
で
す
。

理
由
は
、
奥
方
が
（
い
や
愛
妻

と
書
け
ば
文
句
な
い
で
し
ょ

う
）
夕
方
の
診
療
が
忙
し
く

な
る
と
、
夕
食
の
準
備
に
手

が
回
ら
な
く
な
る
た
め
で
す
。

や
む
な
く
台
所
に
入
っ
た

も
の
の
、
ま
ず
電
気
釜
で
ご

飯
を
炊
く
の
で
す
が
、
何
合

炊
い
た
ら
い
い
の
か
分
か
ら

な
い
の
で
、
診
療
中
の
愛
妻

に
聞
き
に
行
く
の
で
す
が
、

患
者
さ
ん
の
前
で
「
何
合
炊

き
ま
す
？
」
と
も
聞
け
ず
に
、

そ
こ
で
サ
イ
ン
を
決
め
ま
し

た
。指

二
本
上
向
き
に
Ｖ
サ
イ

ン
を
出
し
た
場
合
は
２
合
、

下
向
き
の
Ｖ
サ
イ
ン
の
場
合

は
２
合
半
と
決
め
、
ブ
ロ
ッ

ク
サ
イ
ン
で
何
と
か
切
り
抜

け
ま
し
た
。

次
に
ご
飯
を
炊
き
ま
す

が
、
最
近
の
電
気
釜
は
水
の

量
も
炊
き
具
合
も
簡
単
に
設

定
で
き
る
の
で
大
変
助
か
り

ま
す
。
み
そ
汁
作
り
は
、
だ

し
パ
ッ
ク
で
味
を
取
り
、
大

根
を
切
っ
て
入
れ
ま
し
た

が
、
太
く
切
り
す
ぎ
て
駄
目

出
し
が
出
ま
し
た
。
ロ
ー
ス

タ
ー
で
鯵あ

じ

の
干
物
を
焼
く
の

で
す
が
、
他
に
気
を
取
ら
れ

て
焼
き
過
ぎ
、
黒
焦
げ
の
パ

リ
パ
リ
に
な
り
、
台
所
デ
ビ

ュ
ー
は
し
た
も
の
の
多
難
な

ス
タ
ー
ト
で
し
た
。

あ
る
時
、
昼
食
の
準
備
に

時
間
が
無
い
の
で
、
残
り
の

ご
飯
に
み
そ
汁
と
か
つ
お
節

を
入
れ
て
お
じ
や
を
作
り
ま

し
た
。
我
な
が
ら
い
い
リ
ゾ

ッ
ト
が
で
き
た
と
思
っ
て
い

ま
し
た
が
、
愛
妻
に
開
口
一

番
「
何
、
こ
の
ワ
ン
チ
ャ
ン

ご
飯
！
　

昔
う
ち
の
犬
が
食

べ
て
い
た
ご
飯
だ
わ
」
と
言

私
は
30
歳
を
過
ぎ
た
頃
、

広
島
県
北
の
庄
原
市
に
あ
る

病
院
に
勤
務
し
て
お
り
ま
し

た
。
冬
に
な
る
と
雪
が
多
量

に
積
も
り
、
そ
も
そ
も
の
運

動
不
足
、
不
摂
生
な
生
活
、

雪
に
よ
る
冬
眠
生
活
（
単
に

寒
い
か
ら
動
か
な
い
だ
け
、

た
だ
し
冬
を
越
す
た
め
、
本

能
的
に
餌
は
多
量
摂
取
）
の

た
め
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ
は
上
昇
し
続

け
て
お
り
ま
し
た
。

当
時
付
き
合
っ
て
い
た
彼

女
（
＝
今
の
嫁
）
が
、
見
か

ね
て
ジ
ョ
ギ
ン
グ
シ
ュ
ー
ズ

を
買
っ
て
く
れ
た
の
と
、
所

医
者
に
な
り
、
結
婚
し
て

す
ぐ
に
子
ど
も
を
授
か
っ
て

か
ら
仕
事
と
家
庭
に
追
わ
れ

て
10
年
ほ
ど
経
っ
て
し
ま
っ

た
。
家
庭
に
追
わ
れ
て
自
由

が
減
っ
て
好
き
な
こ
と
も
で

き
に
く
く
な
り
、
気
が
付
け

ば
人
に
言
え
る
よ
う
な
趣
味

が
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

が
、
逆
に
子
ど
も
が
育
っ
て

か
ら
は
各
所
の
公
園
を
探
し

て
行
っ
て
み
る
こ
と
が
趣
味

の
よ
う
に
な
っ
た
。

調
べ
て
み
る
ま
で
は
、
誰

で
も
そ
う
だ
ろ
う
が
公
園
な

ん
て
滑
り
台
と
ブ
ラ
ン
コ
、

砂
場
が
あ
る
程
度
に
し
か
思

っ
て
い
な
か
っ
た
。し
か
し
、

最
近
の
公
園
は
想
像
と
違
っ

て
大
人
も
思
わ
ず
楽
し
く
な

っ
た
り
、
（
高
さ
的
に
）
怖

く
な
っ
た
り
す
る
遊
具
が
設

置
さ
れ
て
い
た
。

３
階
く
ら
い
の
高
さ
か
ら

垂
直
に
落
ち
る
滑
り
台
や
、

山
の
斜
面
を
使
っ
た
果
て
し

な
く
長
い
ロ
ー
ラ
ー
滑
り

台
、
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
の
よ
う

な
遊
具
な
ど
自
分
の
子
ど
も

の
頃
で
は
全
く
想
像
も
で
き

な
い
物
が
各
所
に
で
き
て
い

た
。
ま
た
、
そ
う
い
う
公
園

は
郊
外
に
多
い
た
め
、
行
く

だ
け
で
も
ち
ょ
っ
と
し
た
で

き
事
に
な
り
、
旅
行
な
ど
し

な
く
て
も
非
日
常
を
味
わ
う

に
は
十
分
な
も
の
だ
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
期
待
し
な
が
ら

行
っ
て
み
て
も
、
い
わ
ゆ
る

写
真
詐
欺
の
よ
う
な
場
所
も

い
く
つ
か
あ
っ
た
。
そ
れ
も

ま
た
た
ど
り
着
く
ま
で
の
ド

キ
ド
キ
感
を
演
出
す
る
も
の

と
な
り
、
い
つ
の
間
に
か
新

し
い
公
園
を
探
し
て
行
っ
て

み
る
こ
と
は
、
子
ど
も
以
上

に
楽
し
み
だ
っ
た
り
も
す

る
。し

か
し
、
無
情
に
も
時
は

流
れ
て
い
き
、
公
園
探
し
に

し
っ
か
り
は
ま
っ
た
頃
に
は

子
ど
も
も
成
長
し
て
公
園
へ

の
興
味
を
無
く
し
て
行
き
た

が
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

こ
と
が
、
最
近
の
悩
み
と
な

っ
て
し
ま
っ
た
。

わ
れ
、
か
な
り
傷
つ
き
ま
し

た
。
「
包
丁
一
本
晒

さ
ら
し

に
巻
い

て
」
を
口
ず
さ
み
な
が
ら
、

「
見
て
お
れ
、
そ
の
う
ち
一

流
の
料
理
人
に
な
っ
て
や

る
」
と
新
た
な
決
意
が
生
ま

れ
ま
し
た
。
何
事
も
基
本
が

大
事
、
ま
ず
料
理
の
基
本
は

何
な
の
か
築
地
に
あ
る
料
亭

の
出
版
す
る
料
理
本
を
熟
読

し
ま
し
た
。
大
事
な
の
は
調

味
料
で
す
が
、
素
材
に
浸
み

込
む
順
番
は
「
さ
し
す
せ
そ
」

砂
糖
、
塩
、
酢
、
醤
油
、
み

そ
の
順
で
あ
る
こ
と
を
学
び

ま
し
た
。

素
材
の
使
い
方
に
も
気
を

付
け
る
こ
と
、
例
え
ば
大
根

一
本
で
も
首
元
は
筋
が
多

く
、
真
ん
中
は
柔
ら
か
く
風

呂
吹
き
大
根
な
ど
の
煮
物

に
、
尻
尾
の
部
分
は
辛
み
と

水
分
が
多
い
の
で
大
根
お
ろ

し
に
使
う
と
い
う
こ
と
で

す
。
素
材
の
色
の
取
り
合
わ

せ
は
料
理
を
お
い
し
く
見
せ

る
の
で
、
庭
に
あ
る
南
天
や

紅
葉
、
柿
の
葉
を
使
い
、
笹

の
葉
を
引
い
た
上
に
料
理
を

乗
せ
る
な
ど
の
工
夫
も
し
て

み
ま
し
た
。

日
本
料
理
は
だ
し
が
大
事

で
す
が
、
最
近
は
「
白
だ
し
」

と
い
う
便
利
な
だ
し
の
素
を

ス
ー
パ
ー
で
売
っ
て
い
ま

す
。
あ
る
時
ハ
マ
グ
リ
を
頂

き
ど
う
し
よ
う
か
考
え
ま
し

た
。
今
回
は
、
は
ま
ぐ
り
の

お
吸
い
物
を
作
っ
て
み
よ
う

と
思
い
、
ま
ず
塩
水
で
砂
出

し
を
し
て
、
切
り
目
を
入
れ

た
昆
布
を
だ
し
に
し
て
、
塩
、

薄
口
醤
油
、
更
に
日
本
酒
を

少
し
加
え
て
み
ま
し
た
。
恐

る
恐
る
食
卓
に
出
し
て
み
た

と
こ
ろ
、
「
あ
な
た
、
こ
の

は
ま
吸
い
グ
ー
よ
」
と
初
め

て
褒
め
ら
れ
、
愛
妻
の
巧
み

な
術
中
に
更
に
は
ま
っ
て
い

き
ま
し
た
。

懐
石
料
理
を
外
で
食
べ
る

時
は
、
こ
の
料
理
の
た
め
に
、

素
材
の
仕
入
れ
に
始
ま
り
、

何
カ
月
、
何
日
、
何
時
間
掛

か
っ
て
い
る
の
か
料
理
人
の

苦
労
を
考
え
感
謝
し
て
頂
い

て
い
ま
す
。

ふ
ぐ
料
理
に
付
い
て
く
る

黒
い
皮
の
部
分
を
、
私
達
は

何
気
な
く
食
べ
て
い
ま
す

が
、
「
こ
れ
は
何
で
す
か
？
」

と
尋
ね
て
み
ま
し
た
。
「
こ

れ
は
ふ
ぐ
の
皮
の
部
分
で

遠
と
お
と
う
み江
と
言
う
ん
で
す
よ
。
ふ

ぐ
の
身
に
接
す
る
部
分
と
い

う
事
か
ら
、
愛
知
県
東
部
の

三
河
か
ら
遠
い
静
岡
県
西
部

の
遠
江
と
い
う
こ
と
で
こ
の

名
前
が
付
い
た
そ
う
で
す
」

と
説
明
し
て
く
れ
ま
し
た
。

昔
の
料
理
人
は
粋
な
名
前
を

付
け
た
と
感
心
し
ま
し
た
。

日
本
に
は
四
季
が
あ
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
旬
の
食
材
に
恵

ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を

無
駄
な
く
調
理
に
生
か
し
、

世
界
に
類
を
見
な
い
食
文
化

を
創
り
出
し
て
い
ま
す
。
日

本
料
理
が
世
界
遺
産
に
な
っ

た
の
は
当
然
だ
と
思
い
ま
す
。

昔
は
愛
妻
も
料
理
が
全
然

駄
目
で
、
４
月
に
な
る
と
一

つ
覚
え
の
タ
ケ
ノ
コ
ご
飯
が

毎
日
の
よ
う
に
続
き
ま
す
。

お
か
ず
も
何
時
間
も
掛
か
っ

て
一
品
料
理
で
し
た
の
で
、

私
は
当
時
こ
れ
を
「
愛
情
溢

れ
る
一
品
料
理
」
と
名
付
け

て
い
ま
し
た
。
新
入
医
局
員

時
代
で
し
た
の
で
、
藪や

ぶ

に
も

な
ら
な
い
タ
ケ
ノ
コ
か
と
諦

め
て
毎
日
食
べ
て
い
ま
し
た
。

私
の
尊
敬
す
る
料
理
人
に

「
料
理
の
基
本
は
何
で
す

か
？
」
と
聞
い
て
み
ま
し
た
。

「
食
べ
て
も
ら
う
人
へ
の
愛

情
で
す
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

「
愛
情
溢
れ
る
一
品
料
理
」

か
ら
50
年
、
今
は
完
全
に
逆

転
し
、
台
所
で
黙
々
と
料
理

を
楽
し
む
毎
日
に
な
り
ま
し

た
。ち

な
み
に
、
今
日
の
Ｖ
サ

イ
ン
は
下
向
き
で
し
た
。

属
し
て
い
た
ジ
ム
の
優
待
券

を
く
れ
た
の
で
、
初
め
て
ル

ー
ム
ラ
ン
ナ
ー
で
５
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
走
り
ま
し
た
。
時
速

８
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
ゆ

っ
く
り
し
た
ス
ピ
ー
ド
だ
っ

た
の
で
す
が
、
と
て
も
き
つ

か
っ
た
の
を
覚
え
て
お
り
ま

す
。た

だ
、
走
り
終
わ
っ
た
後

の
解
放
感
、
達
成
感
、
食
事
、

ア
ル
コ
ー
ル
の
お
い
し
さ
、

走
っ
た
自
分
に
心
酔
？
な

ど
、
色
々
な
要
素
が
奇
跡
的

に
嚙
み
合
っ
た
た
め
か
、
そ

の
後
、
自
主
的
に
ス
ポ
ー
ツ

ジ
ム
に
入
会
し
、
週
に
２
～

３
回
走
り
続
け
ま
し
た
。
お

か
げ
で
、
半
年
も
す
る
と
体

重
10
キ
ロ
グ
ラ
ム
減
、
体
脂

肪
率
も
12
％
ほ
ど
ま
で
低
下

し
ま
し
た
。

２
年
も
す
る
と
、
体
力
が

そ
れ
な
り
に
つ
い
て
き
た
の

か
、
10
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
47

分
ほ
ど
で
走
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
調
子
に
乗
っ
て

き
て
、
嫁
と
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン

に
参
加
し
よ
う
と
の
話
に
な

り
、
福
知
山
マ
ラ
ソ
ン
に
出

場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
実
は
こ
の
時
ま
で
10
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
走
っ
た
こ

と
が
な
く
、
ネ
ッ
ト
で
10
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
の
タ
イ
ム
を
フ

ル
マ
ラ
ソ
ン
で
の
タ
イ
ム
に

換
算
す
る
と
、
３
時
間
57
分

だ
っ
た
の
で
、
こ
れ
に
合
わ

せ
て
、
今
思
え
ば
か
な
り
無

謀
な
ペ
ー
ス
で
走
り
出
し
ま

し
た
。

20
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
１
時

間
50
分
で
通
過
し
た
の
で
す

が
、
こ
の
辺
り
か
ら
乳
酸
が

た
ま
り
、
下
半
身
が
鉛
の
よ

う
に
重
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。
更
に
30
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

を
２
時
間
50
分
で
通
過
し
ま

し
た
が
、
こ
こ
で
完
全
に
自

走
不
能
に
近
い
ポ
ン
コ
ツ
の

足
と
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
か

ら
は
歩
行
、
散
歩
と
な
り
、

途
中
で
嫁
に
も
い
つ
の
間
に

か
抜
か
れ
て
お
り
ま
し
た
。

何
と
か
完
走
す
る
こ
と
は
で

き
た
の
で
す
が
、
最
後
の
10

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
は
歩
い
て
い

る
だ
け
な
の
に
、
地
獄
の
よ

う
に
き
つ
か
っ
た
で
す
。

こ
の
マ
ラ
ソ
ン
参
加
を
最

後
に
、
そ
の
後
、
大
学
病
院
、

現
在
の
病
院
へ
赴
任
し
、
多

忙
の
た
め
現
在
で
は
走
る
こ

と
も
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
最
近
、
痛
風
発
作
を

頻
繁
に
来
し
て
お
り
、
も
う

一
度
あ
の
頃
の
や
る
気
を
奮

い
立
た
せ
よ
う
と
し
て
い
る

今
日
こ
の
頃
で
す
。

東京都
杉並区医師会雑誌
第43号より

サ
イ
ン
は
Ｖ

中
里
　
　
厚

大分県
大分県医師会会報
第791号より

マ
ラ
ソ
ン

永
松
　
弘
孝

福岡県
福岡市医報
NO.673より

諸
行
無
常

原
口
　
　
剛
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確
定
申
告
が
必
要
な
方
は
忘
れ
ず
に
手
続
き
を

２
月
中
旬
か
ら
確
定
申
告

の
手
続
き
が
開
始
さ
れ
る
。

国
民
年
金
基
金
の
掛
金

は
、
全
額
社
会
保
険
料
控
除

の
対
象
と
な
り
、
所
得
税
・

住
民
税
が
軽
減
さ
れ
る
大
き

な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

ま
た
、
基
金
か
ら
給
付
さ

れ
た
年
金
に
は
、
公
的
年
金

等
控
除
が
適
用
さ
れ
る
他
、

死
亡
時
の
遺
族
一
時
金
に
つ

い
て
は
、
全
額
非
課
税
の
取

り
扱
い
と
な
る
。

こ
れ
ら
の
税
制
上
の
適
用

を
受
け
る
た
め
に
は
、
基
金

加
入
者
に
つ
い
て
は
確
定
申

告
に
お
い
て
、
昨
年
、
当
基

金
よ
り
送
付
し
た
「
社
会
保

険
料
控
除
証
明
書
」
を
添
付

す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

ま
た
、
年
金
を
受
給
中
の

方
々
は
、
１
月
に
送
付
し
た

「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収

票
」の
添
付
が
必
要
と
な
る
。

そ
れ
ぞ
れ
確
認
の
上
、
忘
れ

ず
に
手
続
き
頂
き
た
い
。

こ
の
よ
う
に
、
国
民
年
金

基
金
は
、
不
確
実
な
将
来
へ

の
備
え
と
し
て
、
国
民
年
金

に
上
乗
せ
を
行
う
「
公
的
な

年
金
制
度
」
と
し
て
、
各
種

の
税
制
上
の
優
遇
措
置
が
設

け
ら
れ
て
い
る
。

未
加
入
者
は
、
ぜ
ひ
と
も

こ
の
機
会
に
、
国
民
年
金
基

金
へ
の
加
入
を
検
討
頂
き
た

い
。問

い
合
わ
せ
は
基
金
事
務

局
（

０
１
２
０
─

７
０
０

６
５
０
）
ま
で
。

3月の臨時代議員会の延期を決定
　日本医師会は1月19日に開催した令和2年度第
11回理事会において、昨今の新型コロナウイル
ス感染症の流行状況に鑑み、3月に開催を予定し
ていた臨時代議員会の開催を見送ることを決定
しました。
　なお、令和3年度事業計画及び予算の説明、並
びに議事「令和2年度日本医師会会費減免申請の
件」については、6月開催予定の定例代議員会で
取り上げる予定としています。

日
本
医
師
・
従
業
員
支
部 

案
内

書
籍
紹
介

オンライン資格確認導入を検討するための
見積り取得のお願い

　本年3月から始まる医療保険のオンライン資格確認を導入す
る医療機関は、「医療情報化支援基金」による補助が受けられ
ます。
　補助金を受けるための導入期限は令和5年3月末までですが、
本年3月末までに、最初のステップである顔認証付きカードリ
ーダー（無償提供）の申し込みを済ませて頂ければ、補助上
限額（病院190.3～ 210.1万円、診療所42.9万円）までは全額
補助となりますので、お早目のご検討をお願いいたします。
　導入にお迷いの先生も多いかと存じますが、検討の第一歩
として、カードリーダー以外の導入に必要な費用（パソコン、
オンライン請求回線、レセコンの改修など）について、既存
の院内システムを導入したシステム事業者（ベンダ）などから、
見積りをぜひお取り頂きますようお願い申し上げます。そし
て、見積りが補助上限額を上回るようであれば、日本医師会
まで情報をお寄せ下さい。先生方の情報を基に、厚生労働省
から働き掛けを行って頂きます。
　先生方からの見積りの情報が多ければ多いほど、全国的な
コストの適正化に役立ちます。また、見積りによって、導入
する場合に必要な作業や機器などが明確になる効果もありま
すので、ご協力願います。
　詳細は日本医師会ホームページメンバーズル
ーム内の下記ページをご覧下さい。
https://www.med.or.jp/japanese/members/
info/jirei.html

問い合わせ先：
日本医師会情報システム課　  josys@po.med.or.jp

心
・
血
管
エ
コ
ー
は
他
領

域
の
エ
コ
ー
に
比
べ
て
計
測

項
目
が
は
る
か
に
多
く
存
在

し
て
い
る
。

そ
の
理
由
と
し
て
は
、
心

エ
キ
ス
パ
ー
ト
が
教

え
る　

心
・
血
管
エ
コ

ー
計
測
の
ノ
ウ
ハ
ウ

種
村　

正　

編

臓
が
ポ
ン
プ
機
能
を
持
つ
臓

器
で
あ
り
、
形
態
の
詳
細
な

計
測
に
加
え
、
収
縮
機
能
や

拡
張
機
能
な
ど
の
心
機
能
評

価
、
弁
逆
流
や
狭

き
ょ
う
さ
く窄

な
ど
の

血
流
評
価
が
加
わ
る
こ
と
等

が
挙
げ
ら
れ
る
。

現
在
、
心
エ
コ
ー
は
ア
メ

リ
カ
心
エ
コ
ー
図
学
会
や
同

学
会
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
心
血
管

画
像
学
会
の
合
同
グ
ル
ー
プ

が
提
唱
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
、
血
管
エ
コ
ー
は
日
本
超

音
波
医
学
会
が
提
唱
し
た
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
い
て
計

測
し
て
い
る
施
設
が
多
い
と

考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に
は
典
型
例
の
計

測
部
位
と
計
測
方
法
が
示
さ

れ
て
い
る
だ
け
で
、
日
常
検

査
で
多
く
を
占
め
る
多
様
な

症
例
に
対
し
て
は
、
ど
こ
を

ど
う
や
っ
て
計
測
す
れ
ば
よ

い
か
具
体
的
に
書
か
れ
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
。

そ
の
よ
う
な
中
で
発
刊
さ

れ
た
本
書
に
は
、
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
で
は
補
い
き
れ
な
い

心
・
血
管
エ
コ
ー
計
測
の
ノ

ウ
ハ
ウ
が
記
さ
れ
て
お
り
、

す
ぐ
に
で
も
実
践
に
役
立
つ

一
冊
と
な
っ
て
い
る
。

定
価　

６
０
５
０
円
（
税
込
）

発
行　

医
学
書
院

サ
ル
コ
ぺ
ニ
ア
・
フ

レ
イ
ル
指
導
士
テ
キ

ス
ト

日
本
サ
ル
コ
ぺ
ニ
ア
・　
　

フ
レ
イ
ル
学
会　

編

超
高
齢
社
会
の
日
本
で
注

目
さ
れ
て
い
る
サ
ル
コ
ぺ
ニ

ア
と
フ
レ
イ
ル
。
進
行
す
る

と
、
要
支
援
・
介
護
度
が
上

が
り
、
健
康
寿
命
が
短
縮
す

る
。
実
際
、
65
歳
以
上
の
高

齢
者
の
10
％
近
く
が
サ
ル
コ

ぺ
ニ
ア
・
フ
レ
イ
ル
と
さ
れ

る
。高

齢
者
が
健
康
寿
命
を
延

ば
す
た
め
に
、
地
域
に
お
い

て
医
師
や
歯
科
医
師
、
訪
問

看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
看
護

た
め
の
指
標
に
も
な
る
一
冊

と
な
っ
て
い
る
。

定
価　

４
１
８
０
円（
税
込
）

発
行　

新
興
医
学
出
版
社

検
診
で
見
つ
か
る

が
ん
の
８
割
は

良
性
が
ん
で
あ
る

渡
辺　

泱　

著

本
書
は
、
世
界
で
初
め
て

前
立
腺
検
診
を
開
始
し
、
が

ん
検
診
普
及
に
も
尽
力
し
て

き
た
著
者
が
、
検
診
で
発
見

さ
れ
る
が
ん
の
約
８
割
は
自

然
に
生
長
を
止
め
る
「
良
性

が
ん
」
で
あ
る
と
し
て
、「
意

図
的
監
視
」
の
効
用
と
が
ん
予

防
の
最
前
線
に
関
し
て
解
説

し
た
啓
発
書
と
な
っ
て
い
る
。

シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
タ
イ
ト

ル
で
は
あ
る
が
そ
の
中
で

は
、
著
者
自
身
が
前
立
腺
が

ん
を
通
じ
て
た
ど
っ
て
き
た

道
を
時
間
経
過
と
と
も
に
振

り
返
り
な
が
ら
、
「
が
ん
検

診
」
の
利
点
と
弱
点
に
つ
い

て
考
察
。
「
が
ん
検
診
」
は

が
ん
予
防
の
た
め
の
手
段
の

一
つ
で
あ
る
と
し
て
、
が
ん

予
防
医
学
の
現
状
と
将
来
に

つ
い
て
説
明
し
て
い
る
。

本
書
は
あ
く
ま
で
も
一
般

向
け
に
書
か
れ
た
も
の
で
は

あ
る
が
、
が
ん
診
療
に
つ
い

て
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る

一
冊
と
な
っ
て
い
る
。

定
価　

１
８
１
５
円（
税
込
）

発
行　

晶
文
社

師
、
薬
局
の
薬
剤
師
、
栄
養

ケ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
管
理

栄
養
士
な
ど
が
サ
ル
コ
ぺ
ニ

ア
・
フ
レ
イ
ル
指
導
士
と
し

て
活
躍
し
て
い
る
。
２
０
２

０
年
４
月
か
ら
は
「
フ
レ
イ

ル
健
診
」
が
開
始
さ
れ
、
更

に
活
躍
の
場
が
広
が
っ
た
。

本
書
は
、
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
や
オ
ー
ラ
ル

フ
レ
イ
ル
の
概
念
か
ら
、
基

本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
活
用

法
、
運
動
・
栄
養
指
導
、
薬

物
療
法
な
ど
、
高
齢
者
医
療

の
専
門
的
知
識
か
ら
実
践
ま

で
を
網
羅
し
た
基
本
書
と
な

っ
て
い
る
。

指
導
士
テ
キ
ス
ト
と
な
っ

て
い
る
が
、
資
格
取
得
希
望

者
だ
け
で
な
く
、
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る

「
か
か
り
つ
け
医
」
の
役
割

や
「
在
宅
医
療
」
を
考
え
る

※
本
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
日
本
医
師
会
推
薦
と
い
う
趣
旨
で
は
な

く
、
各
診
療
科
に
関
連
す
る
書
籍
を
幅
広
く
紹
介
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
書
籍
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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